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２犯罪のない安全安心なまちをめざして

１５～１０お知らせコーナー

６・７保健所・センターだより

８・９ ６月は環境月間です

もくじ

６月１日号

市民会館は、老朽化に伴い６月３０日をもっ

て閉館します。約半世紀にわたって市民の文

化芸術活動を支えてきた市民会館の閉館を惜

しみつつ、盛大に記念イベントを開催します。

なお、新市民会館は旧中央病院跡地（御厨

南２）に平成３１年度の完成をめざして、現在

準備を進めています。

市
民
会
館
は
、
昭
和
４２
年

の
開
館
以
来
、
市
の
文
化
芸

術
活
動
の
中
枢
施
設
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
６
月

３０
日
�
を
も
っ
て
閉
館
し
ま

す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
４８

年
間
に
わ
た
っ
て
本
市
の
豊

か
な
文
化
芸
術
活
動
を
支
え

て
く
れ
た
市
民
会
館
に
�
あ

り
が
と
う
�
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
、「
利
休
に

た
ず
ね
よ
」
や
「
サ
ク
ラ
サ

ク
」
な
ど
の
話
題
映
画
を
撮

り
続
け
る
田
中
光
敏
監
督
が

駆
け
つ
け
、
野
田
市
長
と
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
講
演
な
ど

で
市
民
会
館
の
ラ
ス
ト
を
飾

り
ま
す
。

�時
６
月
２８
日
�
１３
時
〜
１７

時
（
開
場
は
１２
時
３０
分
）

�所
市
民
会
館
市
民
ホ
ー
ル

�定
８
０
０
人
（
申
込
先
着

順
）�内

▽
閉
館
式
典

▽
田
中

光
敏
さ
ん
と
野
田
市
長
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

▽
田
中

光
敏
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
映

画
創
り
か
ら
見
え
て
く
る
思

い
や
り
の
心
」

▽
映
画「
サ

ク
ラ
サ
ク
」
の
上
映

▽
市

文
化
連
盟
に
よ
る
催
し

▽

市
民
会
館
の
写
真
や
パ
ネ
ル

の
展
示

な
ど

�申
基
本
事
項
（
１０
面
に
掲

載
）
と
参
加
希
望
人
数
・
全

員
の
氏
名
を
６
月
１７
日
�（
消

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で�申

�問
〒
５７７
―

０
８
４
３
荒
川

３
―

２８
―

２１

（
公
財
）市
文
化

振
興
協
会

０
６
（
６
７

３
６
）
３
６
６
０
、
�
０
６

（
６
７
３
６
）
３
６
６
１

�問
▽
市
民
会
館
閉
館
に
関

す
る
こ
と
�
社
会
教
育
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
７
９
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

３
５

▽
新
市
民
会
館
に
関

す
る
こ
と
�
新
市
民
会
館
建

設
室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
０
１
８
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
６

昭
和
４２
年
に
完
成
し
た
市
民
会
館
は
、
１
５
０
０
人

を
収
容
す
る
大
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
近
代
的
な
機
能

を
有
す
る
市
民
の
た
め
の
文
化
施
設
と
し
て
誕
生
し
、

当
時
の
市
政
だ
よ
り
に
も
大
き
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た

田中光敏氏 プロフィール
大阪芸術大学映像学科卒。ＣＭデ

ィレクター、企画プランナー。近年
は映画監督として「化粧師」「利休に
たずねよ」「サクラサク」などを発表。
現在、日本とトルコの合作映画「海
難１８９０」を撮影中。５５歳。

ああ
りり
がが
とと
うう
、、

市市
民民
会会
館館

66月月2288日日��
閉閉館館記記念念
イイベベンントト
開開催催

記
号
の
見
方
は
１０
面
に
掲
載



市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
と
連
携
し

さ
ま
ざ
ま
な
治
安
対
策
事
業
を
積
極
的
に
行
い
、
犯

罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

�問
危
機
管
理
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
５
８

（上）４月に行った「ひったくり防止カバー取
付けキャンペーン」 （右）地域で活動する青
色防犯パトロール車

平
成
２６
年
の
街
頭
犯
罪

の
認
知
件
数
は
５
３
７
０

件
で
、
過
去
最
も
多
か
っ

た
平
成
１３
年
と
比
較
す
る

と
約
４５
％
に
減
少
し
ま
し

た
。特

に
「
ひ
っ
た
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
抑

止
効
果
が
期
待
で
き
る
防

犯
カ
メ
ラ
を
積
極
的
に
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、年
々

減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
頃
は
「
車

上
狙
い
」
や
「
自
転
車
盗

難
」
が
増
え
、
さ
ら
に
オ

レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊

詐
欺
の
被
害
も
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

街
頭
犯
罪
や
こ
れ
ら
の

犯
罪
を
減
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
市
が
行
う
治
安

対
策
だ
け
で
は
な
く
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
に

で
き
る
防
犯
対
策
を
講
じ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

青色防犯パトロール

活動支援事業

大
阪
府
警
察
本
部
か
ら

証
明
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体（
２１
団
体
）が
、

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

両
を
使
用
し
て
パ
ト
ロ
ー

ル
す
る
自
主
防
犯
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。市
で
は
、

地
域
で
の
防
犯
活
動
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

�問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
室

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
１
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
２

警察署と連携した

防犯カメラ設置

市
と
市
内
３
警
察
署
が

協
議
を
行
い
、
犯
罪
抑
止

効
果
が
期
待
で
き
る
場
所

を
選
定
。
平
成
２５
年
度
か

ら
の
２
年
間
で
合
計
２
４

０
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
（
写

真
左
）を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
市
内
で
は
、
市
が

直
接
設
置
し
た
も
の
と
市

が
補
助
金
を
支
出
し
て
設

置
し
た
も
の
を
あ
わ
せ
、

１
０
０
０
台
を
超
え
る
防

犯
カ
メ
ラ
が
稼
動
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
今
年

度
は
通
学
路
や
暗
い
道
路

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
１
２
０

台
設
置
し
ま
す
。

�問
危
機
管
理
室

地域における

治安対策活動

各
地
域
に
お
い
て
は
、

自
治
会
や
防
犯
協
議
会
に

よ
っ
て
一
戸
一
灯
運
動
や

年
末
の
夜
警
、
各
種
防
犯

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
犯

協
議
会
と
警
察
署
が
連
携

し
て
市
民
の
自
転
車
の
前

カ
ゴ
に
ひ
っ
た
く
り
防
止

カ
バ
ー
を
取
り
付
け
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
も
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
自
治
会
の
防

犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
一
部
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

�問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
室

子どもたちを

守 る 活 動

子
ど
も
た
ち
の
通
学
時

な
ど
の
安
全
確
保
の
た
め
、

昨
年
１０
月
に
市
立
小
学
校

に
在
籍
す
る
児
童
を
対
象

に
防
犯
ブ
ザ
ー
（
写
真
右

下
）
を
配
付
。
新
入
生
に

も
配
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
下
校
時
の
事

故
や
不
審
者
被
害
か
ら
子

ど
も
を
守
る
た
め
の
愛
ガ

ー
ド
運
動
や
市
立
小
学
校

全
て
に
警
備
員
を
配
置
し
、

学
校
の
警
備
や
校
区
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
さ
ら

に
、
子
ど
も
が
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な

っ
た
と
き
、
か
け
込
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
協

力
家
庭
・
事
業
所
な
ど
が

旗
や
プ
レ
ー
ト
を
掲
げ
、

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら

守
る
子
ど
も
１
１
０
番
の

家
運
動
推
進
事
業
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
（
協
力

家
庭
・
事
業
所
を
募
集

中
）。�問

▽
防
犯
ブ
ザ
ー
・
愛

ガ
ー
ド
運
動
�
学
校
教
育

推
進
室

０
６
（
４
３

０
９
）３
２
６
８
、�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
３
８

▽
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

運
動
�
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ

室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
８
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
３
５

少 年 補 導

活 動 事 業

小
学
校
区
ご
と
に
少
年

補
導
員
を
委
嘱
し
、
青
少

年
の
非
行
化
防
止
活
動
事

業
や
、
す
こ
や
か
テ
レ
ホ

ン
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。学

校
の
こ
と
、
友
達
や

家
庭
の
こ
と
、
い
じ
め
や

不
登
校
な
ど
心
配
な
こ
と

が
あ
れ
ば
青
少
年
補
導
セ

ン
タ
ー（
０
６
―

６
７
２
１

―

９
１
７
４�
月
曜
日
〜
金

曜
日
１０
時
〜
１６
時
�）に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル

で
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
青
少

年
補
導
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�問
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
室

共 同 施 設

設 置 事 業

安
全
安
心
な
買
い
物
の

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
市

内
商
店
街
振
興
組
合
な
ど

の
商
業
団
体
が
行
う
防
犯

カ
メ
ラ
や
街
路
灯
の
設
置

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

�問
商
業
課

０
６（
４
３

０
９
）３
１
７
６
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

る
土
砂
災
害
の
起
こ
り

や
す
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
大
雨
や
台
風
時

に
は
、
次
の
こ
と
を
心

が
け
、
身
を
守
る
行
動

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
強
い
雨
が
降
り
続

き
、
崖
か
ら
水
が
急
に

湧
き
出
す
、
異
常
な
山

鳴
り
や
地
鳴
り
が
す
る

な
ど
の
現
象
が
起
こ
っ

た
ら
、
早
く
避
難
す
る

▽
常
に
気
象
情
報
に
注

意
し
、
避
難
場
所
を
確

認
し
て
お
く

▽
お
お

さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
に
携

帯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

登
録
し
、
気
象
情
報
な

ど
の
防
災
情
報
メ
ー
ル

を
受
け
取
れ
る
よ
う
に

し
て
お
く

▽
市
が
発

表
・
発
令
す
る
避
難
情

報
を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
防

災
行
政
無
線
な
ど
で
確

認
す
る

�問
▽
河
川
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
６
３
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
６

▽
危
機
管

理
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
３
０
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８

５
８

市
の
治
安
対
策
と

市
民
協
力
に
よ
る
防
犯
活
動

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て
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土砂災害から
身を守ろう

６月は土砂災害防止月間

東 大 阪 市 政 だ よ り （２）平成２７年６月１日



国
民
健
康
保
険
料
を
口

座
振
替
に
よ
り
第
１
期
か

ら
第
１０
期
ま
で
（
年
度
途

中
か
ら
の
口
座
振
替
に
つ

い
て
は
振
替
開
始
期
か
ら

第
１０
期
ま
で
）
連
続
し
て

納
付
し
、完
納
す
る
と
振
替

保
険
料
額
の
１
％
を
奨
励

金
と
し
て
翌
年
５
月
下
旬

に
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、

保
険
料
決
定
通
知
書
、
預

貯
金
通
帳
、
届
出
印
を
持

っ
て
、
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
医
療
保
険
室
保
険
料

課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

始めました
ペ イ ジ ー
Ｐａｙ―ｅａｓｙ

口座振替受付サービス

国
民
健
康
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

口
座
振
替
の
申
込
み
が
、

専
用
端
末
に
金
融
機
関
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
通

し
て
暗
証
番
号
を
入
力
す

る
だ
け
で
完
了
す
る
「
ペ

イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ

ー
ビ
ス
」を
始
め
ま
し
た
。

届
出
印
が
不
要
で
、
従
来

の
口
座
振
替
依
頼
書
に
よ

る
申
込
み
よ
り
も
簡
単
に

手
続
き
で
き
ま
す
。

端
末
設
置
場
所

▽
市

役
所
本
庁
舎
２
階
医
療
保

険
室
保
険
料
課

▽
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
お
よ
び
金
融
機
関
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。

�持
▽
申
込
者
の
運
転
免

許
証
、保
険
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類

▽
金
融
機
関

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

※
個
人
の
普
通
預
金
・
通

常
預
貯
金
口
座
に
限
り
ま

す
。
磁
気
ス
ト
ラ
イ
プ
の

な
い
カ
ー
ド
、
法
人
カ
ー

ド
な
ど
一
部
取
扱
い
で
き

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

利
用
可
能
金
融
機
関

み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
井
住
友

銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
近

畿
大
阪
銀
行
、南
都
銀
行
、

紀
陽
銀
行
、
関
西
ア
ー
バ

ン
銀
行
、大
阪
信
用
金
庫
、

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫
、

尼
崎
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち

ょ
銀
行

※
他
の
金
融
機
関
を
登

録
す
る
場
合
は
、
従
来
の

口
座
振
替
依
頼
書
に
よ
る

申
込
み
に
な
り
ま
す
。
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◇
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平
成
２７
年
度
の
国
民
健

康
保
険
料
決
定
通
知
書
を

６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
６
月
の
第
１
期
分

か
ら
来
年
３
月
の
第
１０
期

分
ま
で
を
計
１０
回
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
減
免
要
件

に
当
て
は
ま
り
、
世
帯
の

平
成
２６
年
中
の
総
所
得
金

額
等
の
合
計
が
平
成
２７
年

度
減
免
所
得
基
準
額
（
左

表
参
照
）以
下
の
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
減
免
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

決
定
通
知
書
と
印
鑑
を

持
っ
て
医
療
保
険
室
保
険

料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
申
請

理
由
に
よ
り
、
添
付
書
類

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。減

免
条
件

▽
世
帯
の

１８
歳
以
上
の
被
保
険
者
全

員（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）

が
税
務
署
・
市
民
税
課
・

医
療
保
険
室
保
険
料
課
の

い
ず
れ
か
に
所
得
申
告
し

て
い
る

▽
国
民
健
康
保

険
料
の
滞
納
が
な
い
（
徴

収
猶
予
の
承
認
を
受
け
、

誓
約
・
納
付
履
行
中
の
世

帯
は
除
く
）

※
不
況
な

ど
に
よ
る
所
得
減
少
は
減

免
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

減
免
の
範
囲

▽
風
水

害
・
火
災
・
地
震
・
落
雷

・
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
災
害
に
よ
り
重
大
な
損

害
を
受
け
た

▽
事
業
の

休
廃
業
・
失
業
な
ど
に
よ

り
、
加
入
世
帯
の
総
所
得

金
額
等
の
合
計
が
前
年
中

の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

よ
り
４
割
以
上
減
少
し
た

▽
世
帯
に
原
子
爆
弾
被
爆

者
が
い
る

▽
世
帯
に
障

害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ

・
Ｂ
１
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
）
が
い

る

▽
母
子
・
父
子
世
帯

で
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
（
た
だ

し
１８
歳
以
上
６５
歳
未
満
の

被
保
険
者
が
い
る
場
合
を

除
く
）

▽
昭
和
２６
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
み

の
世
帯
、
ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
所
得
で
ほ
か
の
者

を
扶
養
し
て
い
る

【
失
業
者
特
別
減
免
】

平
成
２６
年
１
月
１
日
以

降
に
、
主
た
る
所
得
者
が

リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
、
廃
業

に
よ
り
現
在
も
失
業
中
で
、

次
の
条
件
の
全
て
に
該
当

す
る
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

減
免
条
件

▽
主
た
る

所
得
者
に
就
労
を
伴
わ
な

い
所
得（
年
金
、
不
動
産
、

利
子
な
ど
）
が
な
い

▽

主
た
る
所
得
者
以
外
の
被

保
険
者
所
得
が
３８
万
円
以

下
添
付
書
類

▽
離
職
者

�
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
証
明
書

▽
事
業
の

倒
産
・
廃
業
�
倒
産
手
続

き
の
申
請
書
類
な
ど
、
廃

業
届非

自
発
的
失
業
者
は

届
出
を

非
自
発
的
失
業
軽
減
は
、

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資

格
者
お
よ
び
特
定
理
由
離

後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証（
以
下
、限

度
額
認
定
証
）は
、医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
医
療
費
、

入
院
時
の
食
事
代
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
も
の

で
す（
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
に
の
み
交
付
）。

現
在
、
交
付
し
て
い

る
限
度
額
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
３１
日
で

す
。
８
月
以
降
も
引
き

続
き
対
象
と
な
る
方
に

は
、
７
月
２０
日
ご
ろ
に

新
し
い
限
度
額
認
定
証

を
被
保
険
者
証
と
同
じ

住
所
に
普
通
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
毎
年
更

新
申
請
が
必
要
で
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
窓
口

で
の
申
請
は
不
要
に
な

り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
収
入
状
況

や
世
帯
構
成
の
変
更
な

ど
に
よ
り
今
年
度
か
ら

市
民
税
課
税
世
帯
に
な

っ
た
方
に
は
送
付
し
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
交

付
を
受
け
て
い
な
か
っ

た
方
が
新
た
に
交
付
を

受
け
る
に
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。

�問
医
療
保
険
室
資
格

給
付
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※１人増えるごとに３３万円を加算。

２１７万円２４７万円１９１万円３人

１８４万円２１４万円１５８万円２人

１８１万円１２５万円１人

ひとり
親家庭障害者高齢者世帯

人数

（表）平成２７年度減免所得基準
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平成２７年度国民健康保険料

職
者
を
対
象
に
、
離
職
日

の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら

そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
末
ま
で
軽
減
し
ま

す
。
保
険
料
の
算
定
は
、

非
自
発
的
失
業
者
の
給
与

所
得
を
１
０
０
分
の
３０
に

し
て
算
定
し
ま
す
の
で
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
軽
減

国
民
健
康
保
険
料
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

の
平
成
２６
年
中
の
総
所
得

金
額
等
の
合
計
に
よ
り
、

保
険
料
の
均
等
割
額
と
平

等
割
額
を
軽
減
し
ま
す
。

な
お
、
昭
和
２５
年
１
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
公
的

年
金
受
給
者
は
、
年
金
の

雑
所
得
金
額
か
ら
最
大
１５

万
円
を
控
除
し
た
後
の
金

額
で
判
定
し
ま
す
。

基
準
額
・
軽
減
率

▽

総
所
得
金
額
等
の
合
計
が

３３
万
円
以
下
の
場
合
�
７

割
軽
減

▽
２
人
以
上
の

世
帯
で
、
総
所
得
金
額
等

の
合
計
が
３３
万
円
を
超
え
、

３３
万
円
＋
（
２６
万
円
×
被

保
険
者
数
）
以
下
の
場
合

�
５
割
軽
減

▽
総
所
得

金
額
等
の
合
計
が
３３
万
円

を
超
え
、
３３
万
円
＋
（
４７

万
円
×
被
保
険
者
数
）
以

下
の
場
合
�
２
割
軽
減

【
所
得
の
申
告
を
】

軽
減
（
２
割
、
５
割
、

７
割
）
に
つ
い
て
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

軽
減
の
判
定
に
は
、
収
入

が
な
く
て
も
確
定
申
告
・

市
民
税
申
告
・
国
民
健
康

保
険
料
所
得
申
告
な
ど
が

必
要
で
す
。
ま
だ
所
得
申

告
を
し
て
い
な
い
世
帯
主

（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）

は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

保
険
料
を
緩
和

同
じ
世
帯
の
方
が
国
民

健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
移
行
し
、

国
民
健
康
保
険
の
単
身
世

帯
と
な
っ
た
場
合
、
保
険

料
の
平
等
割
額
を
軽
減
し

ま
す
。
ま
た
、
被
用
者
保

険
（
社
会
保
険
な
ど
）
の

被
保
険
者
本
人
が
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
移
行
す

る
こ
と
で
、
新
た
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
方

が
６５
歳
以
上
の
被
扶
養
者

（
旧
被
扶
養
者
）の
場
合
、

申
請
に
よ
り
所
得
割
を
全

額
免
除
し
、
均
等
割
額
を

半
額
に
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
旧
被
扶
養
者
の
み
の

世
帯
は
平
等
割
額
も
半
額

に
し
ま
す
。
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口
座
振
替
に
ご
協
力
を

医療保険は、全ての人が安心
して治療を受けられるよう備
える助け合いの制度です

限
度
額
認
定
証

窓
口
で
の
更
新
手
続
き
が
不
要
に

後 期 高 齢

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（３） 平成２７年６月１日



６
月
２３
日
か
ら
２９
日
ま

で
は
男
女
共
同
参
画
週
間

で
す
。
今
年
度
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
地
域
力

×
女
性
力
�
無
限
大
の
未

来
」
で
す
。

性
別
に
捉
わ
れ
な
い
、

自
分
ら
し
い
生
き
方
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会

っ
て
ど
ん
な
社
会
？

男
女
共
同
参
画
社
会
と

は
、性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
生
き
生
き
と
自
分

ら
し
く
個
性
と
能
力
を
充

分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の

こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
無
意
識
に
「
男
性
だ

か
ら
・
女
性
だ
か
ら
、
こ

う
あ
る
べ
き
」
と
、
性
別

で
役
割
を
決
め
つ
け
る
考

え
方
や
慣
習
に
捉
わ
れ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
自
分

の
本
当
の
思
い
と
向
き
合

い
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な

考
え
方
や
慣
習
に
捉
わ
れ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
の
取
組
み

市
で
は
、
平
成
１６
年
に

定
め
た
「
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
」
で
、
市
の
責

務
は
も
と
よ
り
、
市
民
・

事
業
者
お
よ
び
教
育
関
係

者
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責

任
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
計

画
で
あ
る
「
東
大
阪
市
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
施
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画

を
進
め
る
市
の
拠
点
施
設

と
し
て
イ
コ
ー
ラ
ム
（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

を
設
置
し
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
を
も
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
講
演
会
や
講
座
の

開
催
、
市
民
活
動
団
体
と

の
協
働
事
業
、
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
）

な
ど
の
悩
み
に
応
じ
る
女

性
の
た
め
の
相
談
事
業
を

実
施
。
平
成
２４
年
度
か
ら

は
仕
事
や
家
庭
な
ど
の
悩

み
を
抱
え
た
男
性
の
た
め

の
電
話
相
談
も
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
こ
と

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ

れ
、
誰
も
が
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
意
識

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
性
別
に
よ
っ
て

役
割
を
決
め
つ
け
て
い
な

い
か
、
生
き
づ
ら
さ
を
我

慢
し
て
い
な
い
か
、
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

◇

◇

�問
男
女
共
同
参
画
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
３

０
０
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
３

記
念
の
つ
ど
い

個
性
輝
く
素
敵
な
社
会
〜

夢
が
ふ
く
ら
む
未
来
へ
�

イ
コ
ー
ラ
ム
で「
記
念
の

つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

�時
６
月
２７
日
�
１３
時
３０

「
両
親
の
出
身
地
は

ど
こ
で
す
か
」「
家
族
の

職
業
は
な
ん
で
す
か
」

「
尊
敬
す
る
人
物
を
言

っ
て
く
だ
さ
い
」な
ど
、

採
用
選
考
の
面
接
で
聞

い
た
り
、
聞
か
れ
た
り

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
れ
ら
の
質
問

は
本
人
に
責
任
の
な
い

こ
と
や
本
来
自
由
で
あ

る
べ
き
事
項
で
、
就
職

差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

公
正
な
採
用
選
考
の

た
め
に
、
事
業
主
は
応

募
者
の
基
本
的
人
権
を

尊
重
し
、
応
募
者
本
人

の
適
性
や
能
力
に
基
づ

き
そ
の
人
の
資
質
や
長

所
を
見
い
だ
そ
う
と
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
提
出
さ
れ

た
履
歴
書
な
ど
の
取
扱

い
に
は
、
個
人
の
権
利

・
利
益
を
侵
害
し
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

府
で
は
、
６
月
を
就

職
差
別
撤
廃
月
間
と
定

め
、
啓
発
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

【
人
権
啓
発
研
修
会

と
求
人
説
明
会
〜
採
用

と
人
権
】

来
春
中
学
校
・
高
校

を
卒
業
す
る
方
の
求
人

を
考
え
て
い
る
事
業
所

を
対
象
に
行
い
ま
す
。

�時
６
月
４
日
�
１３
時

３０
分
〜
１６
時

�所
市
民

会
館
市
民
ホ
ー
ル

【
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
】�時

６
月
１
日
�
８
時

か
ら

�所
近
鉄
布
施
駅

前
【
就
職
差
別
１
１
０

番
】電

話
と
Ｅ
メ
ー
ル
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
６
月
１７
日
�
〜
１９
日

�
１０
時
〜
１８
時
�
０
６

（
６
２
１
０
）９
５
１
８

▽
６
月
中
�
�r

o
s
e
i

�
g
0
4
@
s
b
o
x
.p
re
f
.

o
s
a
k
a
.lg
.jp

◇

◇

�問
労
働
雇
用
政
策
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

７
８
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
４
６

分
〜
１６
時（
開
場
は
１３
時
）

�定
２
４
４
人
（
申
込
先
着

順
）

�内
▽
大
阪
産
業
大

学
吹
奏
楽
部
の
演
奏

▽

浪
曲
師
の
春
野
恵
子
さ
ん

（
写
真
）に
よ
る
講
演
＆
浪

曲
「
浪
曲
を
世
界
へ
�
女

性
も
男
性
も
夢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
�
」

※
１
歳
６
か

月
〜
就
学
前
幼
児
の
保
育

（
定
員
１０
人
で
１
人
３
０

０
円
。
６
月
２０
日
�
ま
で

に
要
予
約
）
と
手
話
通
訳

あ
り
。

�申
基
本
事
項（
１０

面
に
掲
載
）
と
保
育
が
必

要
な
場
合
は
子
ど
も
の
氏

名
・
生
年
月
日
を
電
話
で

（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

直
接
も
可
）

【
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
入
選
作
品
と
パ
ネ
ル
を

展
示
】

「
男
女
共
同
参
画
社
会

に
む
け
て

ひ
と
こ
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
の
入
選
作
品

お
よ
び
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
の
女
性
た
ち
が
撮

影
し
た
写
真
と
声
（
メ
ッ

セ
ー
ジ
）を
展
示
し
ま
す
。

�時
６
月
２０
日
�
〜
７
月

４
日
�
９
時
〜
２１
時
３０
分

（
日
曜
日
は
１８
時
ま
で
、

月
曜
日
は
休
館
）

※
申

込
不
要
。

◇

◇

�所
�申
�問
イ
コ
ー
ラ
ム

０
７
２
（
９
６
０
）
９
２

０
１
、�
０
７
２（
９
６
０
）

９
２
０
７
、
�ik

o
ra
m

u
@
n
ifty
.co
m
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な
く
そ
う
差
別

６
月
は
就
職
差
別
撤
廃
月
間
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イコーラムの相談室

【女性のための法律・労働相談】
女性をとりまく法律の相談に女性弁護士が、解雇やセク

ハラなどの相談に女性社会保険労務士が応じます。 �時�定
�法律相談�６月３日�・７月１日�・８月５日�・１９日
�１３時～１６時／各６人（１人３０分） �労働相談�６月１３日
�・７月１１日�・８月８日�１３時３０分～１６時２０分／各３人
（１人５０分。電話相談可） ※いずれも申込先着順。 �対
市内在住・在勤・在学（いずれか）の女性 ※１歳６か月

～就学前幼児の保育あり（１人２００円。各相談日の１週間前

までに要予約）。 �申開館日の１０時～１７時に電話で（法律相
談は各実施日の２週間前から、労働相談は随時受付）

【男性のための電話相談】
仕事や家庭などに関するさまざまな男性の悩みに男性相

談員が応じます。 �時６月６日�・７月４日�・８月１日
�１３時～１７時、６月１７日�・７月１５日�・８月１９日�１９時
～２１時 �対市内在住・在勤・在学（いずれか）の男性 相
談電話 ０７２（９６６）５００２

◇ ◇

�所�申�問イコーラム（男女共同参画センター） ０７２（９６０）

９２０５、�０７２（９６０）９２０８

男男性性もも女女性性もも自自分分ららししいい生生きき方方をを

６月２３日からは男女共同参画週間

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）平成２７年６月１日

mailto:rosei-g04@sbox.pref.osaka.lg.jp
mailto:rosei-g04@sbox.pref.osaka.lg.jp
mailto:rosei-g04@sbox.pref.osaka.lg.jp
mailto:ikoramu@nifty.com
mailto:ikoramu@nifty.com


市
税
（
市
・
府
民
税

の
普
通
徴
収
分
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
）

の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
の
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

口
座
振
替
に
す
る
と
、

金
融
機
関
な
ど
に
出
向

か
な
く
て
も
自
動
的
に

預
貯
金
口
座
か
ら
納
税

で
き
ま
す
の
で
、
納
め

忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。

口
座
振
替
は
、
預
貯
金

口
座
の
あ
る
市
税
取
扱

金
融
機
関
（
阿
波
・
徳

島
銀
行
を
除
く
）
ま
た

は
郵
便
局
に
、
通
帳
、

届
出
印
、
納
税
通
知
書

を
持
参
す
る
と
手
続
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
依
頼
書
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
市

内
の
市
税
取
扱
金
融
機

関
な
ど
に
も
あ
り
ま
す
。

市
税
の
口
座
振
替
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

【
ペ
イ
ジ
ー
受
付
中
】

４
月
か
ら
市
役
所
本

庁
舎
３
階
納
税
課
で
、

金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
（
届
出
印
不

要
）
で
口
座
振
替
の
申

込
み
が
で
き
る
「
ペ
イ

ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ

ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

◇

◇

�問
納
税
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
４
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
０
８
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２０％（所得税１５％、住民税５％）
※住民税内訳
（市民税３％、府民税２％）２０％（所得税１５％、住民税５％）

※住民税内訳
（市民税３％、府民税２％）

上記以外

１０％（所得税７％、住民税３％）
※住民税内訳
（市民税１．８％、府民税１．２％）

金融商品取引
業者などを通
じた売却など

平成２６年分から（平成２７年度～）平成２１年～２５年分区分

表� 上場株式等の譲渡所得等にかかる税率

☆平成２５年から４９年までの間に生じる所得については、源泉所得税の徴収の際に復興特
別所得税（所得税額の２．１％）があわせて徴収されます。

２０％（所得税１５％、住民税５％）
※住民税内訳（市民税３％、府民税２％）

１０％（所得税７％、住民税３％）
※住民税内訳（市民税１．８％、府民税１．２％）

平成２６年分から（平成２７年度～）平成２１年～２５年分

表� 上場株式等の配当等にかかる税率

平
成
２７
年
度
住
民
税（
市

・
府
民
税
）
の
納
税
通
知

書
を
６
月
上
旬
に
発
送
し

ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
民
税
が
給
与

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て
い

る
方
へ
は
、税
額
決
定
通
知

書
と
し
て
５
月
中
旬
に
勤

務
先
へ
発
送
し
て
い
ま
す
。

株
式
の
譲
渡
・
配
当
所
得

特
例
措
置
が
廃
止

上
場
株
式
等
の
譲
渡
所

得
等
お
よ
び
配
当
所
得
に

か
か
る
１０
％
軽
減
税
率
の

特
例
措
置
が
廃
止
さ
れ
、

表
�
・
�
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

年
金
か
ら
の
引
落
し

特
別
徴
収
制
度

地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
、６５
歳
以
上（
４
月
１
日

現
在
）の
年
金
受
給
者
で
住

民
税
を
納
税
す
る
義
務
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
住
民

税
の
引
落
し
（
特
別
徴
収

制
度
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
年
金
を

支
給
す
る
日
本
年
金
機
構

な
ど
の
年
金
保
険
者
が
、

年
金
を
支
給
す
る
前
に
住

民
税
を
引
き
落
と
し
、
市

区
町
村
へ
直
接
納
入
す
る

も
の
で
、
年
金
受
給
者
の

納
税
の
手
間
が
省
か
れ
る

と
と
も
に
、
市
町
村
の
徴

収
の
効
率
化
を
図
る
も
の

で
す
。

な
お
、
特
別
徴
収
制
度

の
導
入
は
、
納
税
方
法
を

変
更
す
る
だ
け
の
も
の
で
、

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
新
た

な
税
負
担
が
生
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
６５
歳
以
上
の
年
金
受

給
者
で
住
民
税
の
納
税
義

務
の
あ
る
方
が
対
象
】

特
別
徴
収
制
度
の
対
象

と
な
る
の
は
、
４
月
１
日

現
在
６５
歳
以
上
の
年
金
受

給
者
で
、
前
年
中
の
年
金

所
得
に
か
か
る
住
民
税
の

納
税
義
務
の
あ
る
方
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

引
落
し
さ
れ
て
い
な
い
方

▽
市
・
府
民
税
額
が
老
齢

基
礎
年
金
な
ど
の
額
を
超

え
る
方

な
ど

【
引
落
し
対
象
年
金
】

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は

昭
和
６０
年
以
前
の
制
度
に

よ
る
老
齢
年
金
、
退
職
年

金
な
ど
が
引
落
し
の
対
象

で
す
。
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
な
ど
の
非
課
税
所
得

に
該
当
す
る
年
金
か
ら
住

民
税
を
引
き
落
と
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
引
落
し
の
方
法
】

特
別
徴
収
を
開
始
す
る

初
年
度
は
、
１０
月
か
ら
特

別
徴
収
を
行
い
ま
す
。
引

落
し
の
開
始
が
１０
月
支
給

分
の
年
金
か
ら
と
な
る
た

め
、
住
民
税
額
の
う
ち
６

月
と
８
月
は
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

次
年
度
以
降
は
、
前
年

度
２
月
の
引
落
し
額
と
同

額
を
４
・
６
・
８
月
に
仮

徴
収
し
ま
す
。
仮
徴
収
額

を
差
し
引
い
た
残
り
の
税

額
を
１０
・
１２
・
翌
年
２
月

に
分
け
て
本
徴
収
し
ま
す
。

住
民
税
か
ら
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

平
成
１１
年
か
ら
１８
年
末

ま
で
、
平
成
２１
年
か
ら
２５

年
末
ま
で
、
平
成
２６
年
か

ら
３１
年
６
月
ま
で
に
居
住

を
開
始
さ
れ
た
住
宅
に
限

り
、
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
が
引
き
き
れ
な

か
っ
た
場
合
、
住
民
税
か

ら
も
控
除
が
で
き
ま
す（
消

費
税
率
の
１０
％
引
上
げ
開

始
時
期
の
変
更
に
伴
い
、

対
象
期
間
も
延
長
と
な
り

ま
し
た
）。

勤
務
先
か
ら
の
給
与
支

払
報
告
書
（
年
末
調
整
済

み
の
も
の
）の
提
出
や
税
務

署
で
の
確
定
申
告
に
よ
り
、

自
動
的
に
住
民
税
へ
の
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
告
は
原
則
不
要
で
す
。

寄
付
金
控
除

今
ま
で
の
寄
付
金
の
範

囲
に
加
え
、
民
間
公
益
活

動
の
自
主
財
源
基
盤
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
市
民
公
益
税
制
と
し
て
、

大
阪
府
が
指
定
し
た
次
の

法
人
に
対
し
、
平
成
２７
年

１
月
１
日
以
降
に
行
っ
た

寄
付
に
つ
い
て
、
平
成
２８

年
度
分
か
ら
寄
付
金
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
市
民
税
に
つ
い
て
は

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
が
あ
る
も
の
に
限
り

ま
す
。

▽
独
立
行
政
法
人

▽
地
方
独
立
行
政
法
人

▽
公
益
社
団
法
人

▽
公

益
財
団
法
人

▽
学
校
法

人

▽
社
会
福
祉
法
人

▽
更
生
保
護
法
人

▽
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充

平
成
２７
年
１
月
１
日
以

降
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

た
場
合
、
平
成
２８
年
度
分

の
個
人
住
民
税
の
特
例
部

分
に
お
い
て
寄
付
金
税
額

控
除
の
限
度
額
が
、
個
人

住
民
税
所
得
割
額
の
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
確
定
申
告

が
不
要
な
給
与
所
得
者
な

ど
が
所
定
の
条
件
を
満
た

し
、
寄
付
を
し
た
団
体
へ

特
例
の
適
用
に
関
す
る
申

請
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

確
定
申
告
を
行
う
こ
と
な

く
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
の
寄
付
金
控
除
が
受

け
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

◇

◇

�問
市
民
税
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
３
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

０
９

とても便利�

市税の口座振替に
ご協力を

６
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を
発
送

平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成
２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７
年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度
個個個個個個個個個個個個個個個
人人人人人人人人人人人人人人人
住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税税税税税税

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 平成２７年６月１日



�犬・猫に関する相談は動物指導センター（０７２‐９６３‐６２１１）まで。
�一般健康相談は廃止しました。就職などのための健康診断は医療機関のご利用を。
�（北部）は盾津鴻池公民分館分室です。
�西保健センターへの車での来所はご遠慮ください。

３日�・１５日�
１３：２０～１４：２０

２日�・１６日�
９：１０～１０：００

２日�・１６日�
１３：４５～１４：３０

ＢＣＧ接種
�５か月から１歳の誕生
日の前日までの乳児�

１２日� １３：００から離乳食講習会

９日�・２３日�
１３：１５～１４：１５

５日�・１９日�
１３：００～１４：２０

（北部は来月）

１２日�・２６日�
１３：３０～１４：４０

３歳６か月児健康診査
〈平成２３年１２月生まれ〉

※個別に通知しています。

２日�・１６日�
１３：１５～１４：１５

１２日�・２６日�
１３：００～１４：２０

１０日�（北部）
１３：３０～１４：３０

１７日�・２４日�
１３：３０～１４：４０

１歳６か月児健康診査
〈平成２５年１１月生まれ〉

（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

１０日�・１７日�・２４日�
１３：００～１４：１０

９日�・２３日�
９：１０～１０：００

１６日�（北部）
１３：１５～１３：３０

９日�・２３日�
１３：１０～１４：１０

４か月児健康診査
〈平成２７年２月生まれ〉

※個別に通知しています。

月曜日～金曜日 ９：００～１２：００・１２：４５～１７：３０電話健康相談

２４日�
９：１０～１０：００

１１日�
９：３０～１０：００

骨密度測定（予約制、
対象は２０歳以上の方）

３日�・１７日�
１０：００～１２：００

２日�・９日�・１６日�
１４：００～１６：００

２日�・１６日�
１０：００～１２：００

９日�・１０日�・１８日�・
２３日�・２４日�・２５日�

１４：００～１６：００

３日�・４日�・１８日�・
２５日�

１４：００～１６：００

こころの健康相談（予約
制）�アルコール依存症・
認知症の相談を含む�

８日�・２２日�
９：３０～１１：００

１０日�・２４日�
９：３０～１１：００

４日�・１８日�
９：３０～１１：００

専門相談
	






�

クラミジア・梅毒・

エイズ検査

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイ

ルス検査

�



�

（証明書の発行はありません）

西保健センター
（０６‐６７８８‐００８５）

中保健センター
（０７２‐９６５‐６４１１）

東保健センター
（０７２‐９８２‐２６０３）

ところ

行 事

０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４

環境衛生検査

センター

平常項目１６，８００円

全項目１８１，７００円

９：３０

〜

１１：００

８日�水道法に基づく
飲用水水質検査（予約制）

０６（６７８８）４４８３

�０６（６７８８）２０６４
各４３２円

２日�
１６日�

寄生虫卵検査、
ぎょう虫卵検査

２，４８０円
検便（赤痢菌、サルモネ
ラ属菌、大腸菌Ｏ１５７）

受付場所料 金受付日・時間検査の種類

熱中症は、症状が重くなると命の

危険にさらされる病気ですが、予防

法を知っていれば防ぐことができま

す。熱中症を防ぐために、日常生活

の中では、次のようなことに気をつ

けましょう。

【暑さを避ける】
屋外では、日陰を選んで歩いたり、

日傘をさしたり、帽子をかぶったり

しましょう。また屋内では、扇風機

やエアコンを適切に使ったり、すだ

れやカーテンで直射日光を防いだり

して暑さを避けましょう。

【服装を工夫する】
汗を吸収してくれる吸水性に優れ

た素材の服や下着を着用しましょう。

また、黒色の衣類は避け、えり元は

なるべく緩めて、熱気や汗が出てい

きやすいように通気しましょう。

【こまめに水分補給を】
暑い日には、スポーツドリンクな

どでこまめに水分を補給することが

大事です。さらに水分とともに塩あ

めなどで塩分も補給しましょう。な

お、アルコールは尿の量を増やし体

内の水分を排出してしまうため、ビ

ールなどで水分の補給はできません。

【急に暑くなる日に注意する】
梅雨の合間に突然気温が上がる日

など、体がまだ暑さに慣れていない

ときは熱中症が起こりやすくなりま

す。暑さには徐々に慣れるように工

夫しましょう。

【暑さに備えた体づくりをする】
日頃からウォーキングなどで汗を

かく習慣を身につけておくと、夏の

暑さに対抗しやすくなり、熱中症に

もなりにくくなります。

【個人の条件を考慮する】
熱中症の発生には、その日の体調

が影響します。前日に深酒をしたり、

朝食を抜いたりした状態で暑い環境

に行くのは避けましょう。風邪など

で発熱している人や下痢などで脱水

症状の人、小さい子どもや高齢者な

どは熱中症を起こしやすいので、暑

い場所での運動や作業はそれらを考

慮する必要があります。

【集団活動の場ではお互いに配慮
する】
暑い場所で作業や運動をするとき

は、こまめに休憩したり、１人当た

りの作業時間を短くしたりしましょ

う。活動の後には、涼しい環境で安

静にするなど、体温を効果的に下げ

るように工夫しましょう。

緊急時は救急車を
熱中症の対処法

意識がない、反応がおかしいなど、

熱中症が疑われるときは、救急車を

呼び、涼しい場所に避難させ、衣服

を脱がせて身体を冷やし、水分や塩

分を補給してください。

救急車を呼ぶか判断に迷う場合は、

救急安心センターおおさかにご連絡

ください（下参照）。

◇ ◇

�問消防局警備課 ０７２（９６６）９６６４、

�０７２（９６６）９６６９

熱中症かもしれない�病院へ行ったほうがいい？応急手当の方法は？
近くの救急病院はどこ？救急車を呼んだ方がいい？
こんなときは救急安心センターおおさかにご連絡ください。救急安
心センターおおさかでは、市民からの救急医療相談を「医師」「看護師」
「相談員」が２４時間受け付けています。ただし、緊急時は迷わず１１９番
で救急車を呼んでください。

熱中症は予防が大切

こまめに水分補給を�

救急安心センターおおさか
２４時間
３６５日体制

携帯電話・固定電話（プッシュ回線）

♯7119
固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線）

０６（６５８２）７１１９

東 大 阪 市 政 だ よ り （６）平成２７年６月１日



ヘルスメイトといっしょに
小学生クッキング

�時６月２０日�１０時１５分～１４時 �対
市内在住の小学校４年生～６年生

�定１６人（申込先着順） �料５００円 �持
エプロン、三角巾、手ふき（２枚）

�申６月１８日�までに電話または直接
�所�申�問東保健センター

大切な人を自死で亡くした方へ
わかちあいの会

誰にも話せなかった気持ちを安心

して語ることのできるつどいです。

�時６月２０日�１４時～１６時 �所花園生
活支援センター（岩田町２）

�問健康づくり課

乳幼児健康相談

�時�所�６月１日�１０時～１１時�東
保健センター �１０日�１０時～１１時
�ゆうゆうプラザ（日下） �１２日
�９時３０分～１０時３０分�西保健セン
ター �１８日�９時３０分～１０時３０分
�中保健センター �２４日�１０時～
１１時�ももの広場（楠根） �対３歳
未満の乳幼児

�問東・中・西保健センター

ぜん息児童のための水泳教室

�時７月２４日～８月２８日の金曜日１３
時３０分～１５時３０分（８月１４日を除く

計５日間） ※６月３０日�に参加者
説明会あり。 �所ＮＳＩ花園スイミ
ングスクール（吉田１） �対全日程
参加できる市内在住のぜん息のある

４歳児～小学校１年生 �定３０人（抽
選） �申申込書を６月１日�～８日
�（必着）に郵送または直接 ※参

加者は後日主治医の参加推薦書が必

要。

�申�問�東・中・西保健センター
�〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―３００ 保

健所健康づくり課

６月はゴキブリ駆除強調月間

ゴキブリは感染症や食中毒の病原

体を運ぶ害虫です。日頃から次のこ

とを心がけましょう。 �食品を保
存するときは容器に入れ、きっちり

蓋をする �残飯などは蓋付きのご
み箱に入れる �台所はいつも清潔
にする �黒い砂粒のようなゴキブ
リの排せつ物は取り除く

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�
０７２（９６０）３８０７

献血にご協力を

�時�所�６月２日��イズミヤ若江
岩田店 �７日	�近鉄布施駅北側
バスロータリー �１５日��マルナ
カ東大阪店 �３０日��近鉄河内小
阪駅前 ※受付時間は場所によって

異なり、日程を変更する場合もあり

ます。受付時に保険証などで本人確

認をします。

�問�大阪府赤十字血液センター
０６（６９６２）７６５４、�０６（６９６８）４９００
�地域健康企画課 ０７２（９６０）３８０１、

�０７２（９６０）３８０６

成人歯科健康相談

�時�所�６月４日��中保健センタ
ー �１１日��東保健センター ☆

いずれも９時３０分～１１時３０分 �対市
内在住の２０歳以上の方 �定各１２人（申
込先着順） �申電話で
�申�問東・中保健センター

健康・禁煙相談広場

�時�所�６月９日���東保健セン
ター、�ももの広場（楠根） �１０
日���中保健センター �１１日�
��グリーンパル（中鴻池）、�夢広
場（布施駅前） �１６日���ゆう
ゆうプラザ（日下）、�はすの広場
（近江堂） �１９日���やまなみ
プラザ（四条）、�中保健センター
☆�は１０時３０分～１１時３０分、�は１５
時～１６時 �対市内在住の２０歳以上の
方 �内健康・禁煙相談、血圧測定な
ど

�問東・中・西保健センター

楽しく仲間作り
正しいラジオ体操をマスターしよう

�時６月１５日�・２９日�１０時～１１時
３０分（計２日間） �対運動制限のな
い市内在住の方 �定３０人（申込先着
順） �持運動ができる服・靴、タオ
ル、飲み物 �申６月１日�から電話
で

�所�申�問中保健センター

初心者歓迎
「劇団くり～ん」団員募集�

劇や人形劇で健康啓発の活動をし

ています。まずは見学にお越しくだ

さい。 �時６月２９日�１３時３０分～１６
時 �対市内在住の方 �申電話で
�所�申�問中保健センター

骨密度測定検査

�時７月２日�・９日�９時２０分～
１０時３０分 �対２０歳以上の方 �定各３５
人（申込先着順） �申電話で
�所�申�問中保健センター

定期的に受けましょう
肺がん・結核エックス線検診

�時�所�６月１６日�９時１０分から・
１０時から�西保健センター �２５日
�９時３０分から・１０時１５分から�東
保健センター �対�肺がん検診�市
内在住の４０歳以上の方 �結核検診
�市内在住の６５歳以上の方 �定各日
４０人（申込先着順） �申電話または
直接

�申�問東・西保健センター

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時�所�定�申�７月１６日�９時１５分か
ら・９時５０分から�市役所荒川庁舎
（旧教育委員会）／３０人／６月１０日�
から西保健センターへ電話または直

接 �７月２３日�９時１５分から・１０
時から・１０時３０分から�中保健セン
ター／５０人／６月１日�から電話で
�７月２７日�９時３０分から�東保健
センター／３０人／６月１日�から電
話で ※いずれも申込先着順。 �対
平成２７年４月１日現在、４０歳以上の

偶数年齢の女性 �料８００円 ※後期高

齢者医療被保険者証または高齢受給

者証をお持ちの方は無料。なお、生

活保護受給者または市民税非課税世

帯の方は事前に保健センターで無料

受診券の交付を受けてください。

�申�問東・中・西保健センター

食中毒の多くは、「サルモネラ属菌」

や「腸管出血性大腸菌」「カンピロバ

クター」が原因です。これらの食中

毒菌は、食肉類や卵に付着している

ことが多いので、次のことに注意し

てください。

【新鮮なものを購入する】
食中毒菌は時間がたつにつれて増

えます。特に卵は、ひび割れのない

ものを選びましょう。また、購入後

は早く冷蔵庫に入れましょう。

【適切に保存を】
冷蔵庫や冷凍庫で殺菌できるわけ

ではありません。新鮮なうちに食べ

ましょう。特に、卵を割ってから長

時間放置することは危険です。

【充分加熱する】
レバーや肉、卵は生食しないでく

ださい。生食用牛レバーは食品衛生

法の改正により、販売できなくなっ

ています。販売されている牛レバー

は全て加熱用です。豚の生レバーの

流通が確認されていますが、こちら

も食中毒の危険性があります。また、

まれに卵の中にサルモネラ属菌が存

在することがありますので、中心部

分まで充分加熱しましょう（目安は

中心温度８５℃で１分間）。

焼肉やバーベキューをするときは、

生肉に触れる箸と食べる箸を分けて

ください。

【乳幼児や高齢者は特に注意】
食中毒の症状は、抵抗力の弱い乳

幼児や児童、高齢者の場合、重症化

することがありますので、特に注意

してください。

出前衛生講習会のご利用を

食品衛生の知識を高めるため、出

前衛生講習会（平日１０時～１６時）を実

施しています。

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

卵や肉の生食にご注意を
食中毒が多発する季節です

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（７） 平成２７年６月１日



美しい地球を未来に引き継いでいくためには、

地球に住む全ての人が環境について考え、行動

していく必要があります。

６月は環境月間です。

今あなたにできることを考えてみましょう。

６
月
５
日
は
「
環
境
の

日
」
で
す
。
こ
れ
は
１
９

７
２
年
６
月
５
日
か
ら
２

週
間
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催

さ
れ
た
「
国
連
人
間
環
境

会
議
」
を
記
念
し
て
定
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

国
連
で
は
、
日
本
の
提

案
を
受
け
て
６
月
５
日
を

「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定

め
て
お
り
、
日
本
に
お
い

て
も
「
環
境
基
本
法
」
で

６
月
５
日
を「
環
境
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
環
境

に
つ
い
て
考
え
、
環
境
保

全
の
重
要
性
を
認
識
す
る

期
間
と
し
て
６
月
を
「
環

境
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
は
私
た
ち

が
利
便
性
や
快
適
性
を
求

め
過
ぎ
た
た
め
に
発
生
し

た
問
題
で
あ
り
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
毎
日
の
生

活
を
見
直
し
、
工
夫
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
執
務
室
の

照
明
の
照
度
を
落
と
し
た

り
、
廊
下
な
ど
の
照
明
の

間
引
き
を
し
た
り
、
冷
房

中
の
室
温
を
原
則
２８
度
に

設
定
し
た
り
す
る
な
ど
、節

電
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る

節
電
対
策

エ
ア
コ
ン

１０
％
〜
５０

％
削
減

室
温
２８
度
設
定

を
心
が
け
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
エ
ア
コ
ン
を
消
し

て
、
扇
風
機
を
使
う
。
ま

た「
カ
ー
テ
ン
」「
す
だ
れ
」

「
よ
し
ず
」
な
ど
で
窓
か

ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
る
。

冷
蔵
庫

２
％
削
減

冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
強
」

か
ら
「
中
」
に
変
え
、
扉

を
開
け
る
時
間
を
で
き
る

だ
け
減
ら
し
、
食
品
を
詰

め
込
ま
な
い
。

照
明

５
％
削
減

日

中
は
照
明
を
消
し
て
、夜
間

も
使
用
し
な
い
と
き
は
こ

ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。

テ
レ
ビ

２
％
削
減

省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
す

る
と
と
も
に
画
面
の
輝
度

を
下
げ
、
必
要
な
と
き
以

外
は
主
電
源
を
消
す
。

温
水
洗
浄
便
座

便
座

の
保
温
や
温
水
の
オ
フ
機

能
、
タ
イ
マ
ー
節
電
機
能

が
あ
れ
ば
利
用
し
、
な
け

れ
ば
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。

ジ
ャ
ー
炊
飯
器

早
朝

に
タ
イ
マ
ー
機
能
で
１
日

分
ま
と
め
て
炊
き
、
冷
蔵

庫
に
保
存
す
る
。

待
機
電
力

リ
モ
コ
ン

の
電
源
で
は
な
く
、
本
体

の
主
電
源
を
切
り
、
長
時

間
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン

セ
ン
ト
を
抜
く
。

※
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

な
ど
の
資
料
を
も
と
に
作

成
。地

球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
区
域

施
策
編
）
を
改
定

市
で
は
、
平
成
２２
年
に

「
東
大
阪
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
（
区
域
施
策

編
）」を
策
定
し
、市
民
・
事

業
者
・
民
間
団
体
な
ど
と

連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
東

日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
地

球
温
暖
化
対
策
を
取
り
巻

く
状
況
が
一
変
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢

の
変
化
を
受
け
て
、
ま
た

計
画
期
間
の
５
年
が
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
市
環
境

審
議
会
や
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
協
議
会
な

ど
に
お
い
て
審
議
を
重
ね
、

３
月
に
同
計
画
を
改
定
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
改
定

し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、

一
層
の
地
球
温
暖
化
対
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
計
画
の
全
文
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇

◇

�問
環
境
企
画
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
９
８
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

１
８

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
（
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
�
家
庭
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
�、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
）

を
設
置
し
た
方
に
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
】�定

４
０
０
件
程
度
（
申

込
先
着
順
）

補
助
金
額

国
に
よ
る
設
置
認
定
の
値

（
kW
）
×
３
万
円
（
上
限
１２

万
円
�
４
kW
ま
で
�
ま
た

は
対
象
経
費
の
２
分
の
１

の
金
額
の
い
ず
れ
か
低
い

額
）

補
助
要
件

▽
電

力
会
社
の
低
圧
配
電
線
と

逆
潮
流
あ
り
で
連
系
さ
れ
、

発
電
し
た
電
気
が
住
宅
と

し
て
使
用
す
る
部
分
で
消

費
さ
れ
て
い
る
こ
と（「
全

量
買
取
制
度
」
は
補
助
対

象
外
）

▽
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
基

準
を
満
た
し
て
い
る

【
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
】

�定
１
２
０
件
程
度
（
申

込
先
着
順
）

補
助
金
額

設
置
費
用
の
２
分
の
１（
上

限
５
万
円
）

補
助
要
件

国
が
実
施
す
る
民
生
用
燃

料
電
池
導
入
支
援
に
か
か

る
補
助
事
業
を
行
う
者
が

指
定
す
る
も
の

【
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
）】

�定
５０
件
程
度
（
申
込
先

着
順
）

補
助
金
額

設

置
費
用
の
２
分
の
１
（
上

限
２
万
円
）

補
助
要
件

▽
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｌ
ｉ

ｔ
ｅ
規
格
を
標
準
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
搭
載

し
て
い
る

▽
住
宅
で
使

用
す
る
空
調
、
照
明
な
ど

の
電
力
使
用
量
を
計
測
・

蓄
積
し
、
電
力
使
用
量
の

「
見
え
る
化
」が
実
現
で
き

る

▽
省
エ
ネ
化
に
資
す

る
自
動
制
御
機
能
が
あ
る

【
蓄
電
池
】

�定
１５
件
程
度
（
申
込
先

着
順
）

補
助
金
額

蓄
電

容
量
１
kWh
当
た
り
２
万
円

（
上
限
１２
万
円�
６
kWh
ま
で
�

ま
た
は
対
象
経
費
の
２
分

の
１
の
金
額
の
い
ず
れ
か

低
い
額
）

補
助
要
件

国
が
実
施
す
る
定
置
用
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
導

入
支
援
に
か
か
る
補
助
事

業
者
が
指
定
す
る
も
の

◇

◇

補
助
対
象
者

主
な
要

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
内
の
申
請
者
が
自
ら

居
住
す
る
住
宅（
店
舗
な
ど

と
の
併
用
可
）
に
自
ら
購

入
し
た
設
備
（
未
使
用
の

も
の
）を
設
置
し
て
い
る

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い

▽
設
置
す
る
対
象
設

備
の
設
置
に
か
か
る
市
の

補
助
金
を
過
去
に
受
け
て

い
な
い

な
ど

※
設
置
す

る
設
備
に
よ
っ
て
、
引
渡

日
な
ど
の
要
件
が
異
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
予
算
を

上
回
っ
た
場
合
は
終
了
。

�申
申
請
書
な
ど
必
要
書
類

を
６
月
１
日
�
〜
来
年
２

月
２９
日
�
に
直
接

※
要

綱
や
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。
郵
送
で
書
類
を
請

求
す
る
場
合
は
、
住
所
と

氏
名
を
記
入
し
、
２
０
５

円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
角
２
・
Ａ
４

サ
イ
ズ
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１
市

役
所
環
境
企
画
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
９
８
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

１
８

市
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
や
古
紙
類
の
回

収
活
動
へ
の
奨
励
金
の
交
付
な
ど
を
行
い
、

資
源
回
収
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
施
設
な
ど
に
資
源
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

資
源
と
し
て
分
別
収

集
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
と
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、
圧
縮
・
梱

包
な
ど
の
工
程
を
経
て

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
に

渡
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
原
料
や
鉄
の
製
造
に

必
要
な
還
元
剤
と
し
て

再
生
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。平

成
２５
年
度
に
収
集

し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
３
２
９
３
ｔ
で
、

異
物
な
ど
を
取
り
除
い

た
３
０
６
０
ｔ
が
再
生

利
用
さ
れ
ま
し
た
。

古
紙
類

日
常
生
活
に
伴
っ
て

出
て
く
る
古
新
聞
や
不

用
に
な
っ
た
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
は
、
家
庭
ご
み

と
し
て
捨
て
ず
に
、
自

治
会
や
子
ど
も
会
が
行

う
古
紙
の
回
収
活
動（
集

団
回
収
）
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

集
団
回
収
さ
れ
た
古

紙
類
は
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
者
に
引
き
渡
さ
れ
、

再
び
紙
資
源
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
集
団
回
収

さ
れ
た
古
紙
な
ど
の
資

源
の
量
に
応
じ
て
回
収

団
体
に
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
奨
励
金

は
子
ど
も
会
の
活
動
費

に
充
て
ら
れ
る
な
ど
、

地
域
団
体
の
活
性
化
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

団
体
と
し
て
新
た
に

集
団
回
収
活
動
を
始
め

る
場
合
や
、
現
在
実
施

し
て
い
る
集
団
回
収
活

動
に
つ
い
て
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

小
型
家
電
も

リ
サ
イ
ク
ル

昨
年
度
は

５
・
３
ｔ
を
回
収

市
で
は
「
使
用
済
小

型
電
子
機
器
等
の
再
資

源
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
小
型
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
）」の
施
行
に

伴
い
、
市
内
に
小
型
家

電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
、
小
型
家
電
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
平
成
２６
年
度

は
、
約
５
・
３
ｔ
の
小

型
家
電
を
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

回
収
し
た
小
型
家
電

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

適
正
に
処
理
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
回
収
事
業

は
継
続
し
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
家
庭
で
不
用

に
な
っ
た
小
型
家
電（
対

象
品
目
に
限
る
）
の
回

収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

対
象
品
目
な
ど
詳
し

く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

蛍
光
管
、
乾
電
池
、

古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス

市
役
所
本
庁
舎

な
ど
に
設
置

蛍
光
管
、
乾
電
池
、

古
紙
類
の
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
市
役
所
本
庁
舎
１

階
ロ
ビ
ー
（
平
日
９
時

〜
１７
時
３０
分
）
と
リ
ー

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
市

民
プ
ラ
ザ
受
付
前
。
市

民
プ
ラ
ザ
開
館
時
間
）

に
常
設
し
て
い
ま
す
。

回
収
対
象
品
目

蛍

光
管
（
割
れ
た
も
の
、

白
熱
灯
電
球
を
除
く
）、

乾
電
池
（
充
電
式
、
ボ

タ
ン
電
池
を
除
く
）、古

紙
類
（
新
聞
、
雑
誌
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
）

◇

◇

環
境
負
荷
が
よ
り
少

な
い
循
環
型
社
会
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

今
後
と
も
限
り
あ
る
資

源
の
有
効
活
用
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

�問
循
環
社
会
推
進
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

９
９
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
８
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公
園
は
、
誰
も
が
自
由

に
遊
び
、
散
策
で
き
る
憩

い
の
場
で
す
が
、
近
隣
に

お
住
ま
い
の
方
か
ら
は
、

騒
音
や
ご
み
に
関
す
る
問

題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
園
を
利
用
す
る
際
は

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、

ま
た
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を

守
り
全
て
の
人
が
気
持
ち

よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
遊

具
が
壊
れ
て
い
る
な
ど
、

危
険
な
箇
所
を
見
か
け
た

際
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
マ
ナ
ー
】

▽
夜
間
・
深
夜
に
た
む
ろ

し
た
り
、早
朝
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
犬
の
散
歩
中
に
会

話
し
た
り
し
な
い

▽
家

庭
ご
み
は
捨
て
ず
、ご
み
の

ポ
イ
捨
て
は
し
な
い

▽

ト
イ
レ
は
き
れ
い
に
使
う

【
ル
ー
ル
】

▽
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な

ど
危
険
な
球
技
は
し
な
い

▽
遊
具
を
故
意
に
壊
し
た

り
、
汚
し
た
り
し
な
い

▽
遊
具
で
危
険
な
遊
び
を

た

し
な
い

▽
花
火
や
焚
き

火
な
ど
火
遊
び
は
し
な
い

▽
鳩
や
猫
な
ど
の
餌
付
け

は
し
な
い

▽
飼
い
犬
の

リ
ー
ド
は
離
さ
ず
、
フ
ン

を
放
置
し
な
い

◇

◇

�問
公
園
管
理
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
２
８
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

３
１

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
な
ど
の
遊

具
な
ど
も
設
置
し
、
子
ど

も
た
ち
が
集
い
、
遊
べ
る

充
実
し
た
施
設
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
広
場
の

名
称
は
近
隣
小
学
校
の
小

学
生
か
ら
募
集
の
う
え
決

定
し
、
６
月
１２
日
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

発
表
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
新
し
く
で
き
た

市
内
ス
ポ
ッ
ト
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

�問
府
八
尾
土
木
事
務
所

都
市
み
ど
り
課

０
７
２

（
９
９
４
）
１
５
１
５
、

�
０
７
２（
９
２
４
）２
４

６
６

平
成
２４
年
３
月
に
営
業

を
終
了
し
た
枚
岡
公
園
プ

ー
ル
の
跡
地
で
整
備
を
進

め
て
い
た
「
（
仮
称
）
枚
岡

公
園
プ
ー
ル
跡
地
広
場
」

（
東
豊
浦
町
）
が
こ
の
ほ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

吉
田
春
日
神
社
本
殿

府
有
形
文
化
財
に
指
定

公
園
の
利
用
は

マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を

守
っ
て
快
適
に

枚枚岡岡公公園園ププーールル跡跡地地 ６月１２日

芝芝生生広広場場オオーーププンン

市
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
春
日

神
社
本
殿
（
吉
田
２
・

写
真
）
が
こ
の
ほ
ど
、

大
阪
府
の
有
形
文
化
財

（
建
造
物
）
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

吉
田
春
日
神
社
本
殿

ひ

わ

だ

ぶ

に

け
ん

は
、
檜
皮
葺
き
で
二
間

し
ゃ
い
り

も

や

つ
く

社
入
母
屋
造
り
、妻
入
り

の
社
殿
２
棟
を
、
相
の

間
を
挟
ん
で
連
結
し
た

ひ

よ
く

い
り

も

や

つ
く

比
翼
入
母
屋
造
り
の
社

殿
で
、享
保
５
年（
１
７

２
０
年
）に
建
立
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

春
日
大
社
や
枚
岡
神

社
の
よ
う
に
四
神
を
祭

る
た
め
に
本
殿
４
棟
を

並
置
す
る
の
で
な
く
、

二
間
社
の
社
殿
２

棟
を
連
結
す
る
こ

と
で
四
座
を
有
す

る
本
殿
と
す
る
点

で
府
内
に
例
は
な

く
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
建
築
で

す
。
ま
た
極
彩
色

の
壁
画
は
天
保
１０

年（
１
８
３
９
年
）

の
も
の
で
、
彩
色

の
質
は
高
く
、
保

存
状
況
も
良
好
で

高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。し
か
も
、

吉
田
村
庄
屋
で
あ
っ
た

吉
田
玄
兵
衛
が
当
社
のじ

記
録
を
ま
と
め
た
「
示

し
ん

ろ
く

申
録
」
が
現
存
し
、
本

殿
の
普
請
に
額
田
村
の

大
工
が
代
々
携
わ
っ
て

い
た
こ
と
も
判
明
し
て

い
ま
す
。

独
立
性
の
高
い
入
母

屋
造
り
の
２
つ
の
社
殿

を
破
綻
な
く
１
つ
に
ま

と
め
た
本
殿
は
、
額
田

村
大
工
の
優
れ
た
力
量

を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

当
社
本
殿
は
大
阪
に
お

け
る
江
戸
時
代
中
期
の

代
表
的
な
社
殿
と
し
て

評
価
さ
れ
、
府
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

�問
文
化
財
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
８
３
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
５
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一
部
を
補
助
し
ま
す

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
費
用

Ｓｔｏｐ
温暖化

６６
月月
はは
環環
境境
月月
間間
でで
すす

本
殿
は
幅
約
５
・
７
�
、
高
さ

約
４
・
２
�
、
奥
行
約
３
・
２

�
の
規
模
で
、現
在
は
保
護
の
た

め
覆
屋
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す

一人ひとりの心がけが大切一一人人ひひととりりのの心心ががけけがが大大切切
あなたにもできることがあります

限られた資源を有効活用

資資源源のの分分別別ににごご協協力力をを

ど
完
成
し
、
６
月
１２
日
�

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
広
場
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
プ
ー
ル
営
業

終
了
後
か
ら
近
隣
小
学
校

や
地
元
自
治
会
と
跡
地
の

あ
り
方
を
検
討
し
、「
芝
生

広
場
を
基
調
と
し
た
多
様

な
活
動
が
で
き
る
遊
び
場

の
創
出
」
を
整
備
方
針
と

し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

芝
生
広
場
に
は
、
鉄
棒

う
ん

て
い

や
雲
梯
の
ほ
か
、
ロ
ー
ラ

ー
す
べ
り
台
や
ク
ラ
イ
ミ

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪 平成２７年６月１日平成２７年６月１日 （８）（９）

車上狙い対策～駐車するときは、見通しの良い場所や深夜でも明るい駐車場を選びましょう ―東大阪市治安対策本部―
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住宅改良室
０６（４３０９）３２３３～３４
�０６（４３０９）３８３４

�住宅改良室 �長瀬・荒本人権文
化センター市営住宅家賃の減免市営住宅（住宅改良室

所管分）家賃の減免２２

市営住宅管理センター
０６（６７８８）８００１
�０６（６７８８）８００５

市営住宅管理センター市営住宅家賃の減免市営住宅（住宅政策室
所管分）家賃の減免２１

母子保健・感染症課
０７２（９６０）３８０５
�０７２（９６０）３８０９

東・中・西保健センター
治療により身体上の障害が軽くなり、日常生活が容易に送
れるよう医療が必要な児童に対して医療費を助成する事業

自立支援医療（育成医
療）２０

小児慢性疾病により長期にわたり療養を必要と
する児童などの、健全な育成と患者家庭の負担
軽減を図るため、医療費助成を行う事業

小児慢性特定疾病医療
費助成制度１９

子育て支援課
０６（４３０９）３３０２
�０６（４３０９）３８１７

各病児・病後児保育室児童が病気などにより集団保育が困難な場合に
児童を預かり、保育や看護を行う事業病児・病後児保育事業１８

子育て支援課
０６（４３０９）３１９５
�０６（４３０９）３８１７

在園する私立幼稚園
私立幼稚園在園児の保育料の補助制度私立幼稚園就園補助金１７

私立幼稚園在園児の保育料の補助制度私立幼稚園就援奨励費補助金１６

子ども応援課
０６（４３０９）３２０２・３２１４
�０６（４３０９）３８１７

子ども応援課
幼稚園保育料幼稚園保育料１５
保育所保育料保育所保育料１４
認定こども園保育料認定こども園保育料１３

子ども見守り課
０６（４３０９）３１９７
�０６（４３０９）３８１７【通常の申請】 �東・中・西福祉事務

所子育て支援係 �子ども見守り課
【還付申請】 子ども見守り課

心身に障害、または発達の遅れがある児童を対
象に療育を行う通所支援事業障害児通所支援１２

【利用申込】 �東・中・西福祉事務所
家庭児童相談室 �子ども見守り課
【申込書提出先】 市内児童養護施設
【還付申請】 子ども見守り課

保護者が出産・疾病・看護、事故および災害な
どの理由により子どもを一時的に家庭において
養育できない場合に子どもを預かり養育する事
業

子育て短期支援事業１１

子ども家庭課
０６（４３０９）３１９４
�０６（４３０９）３８１７

療育センター心身障害児通園施設利用者負担金（はばたき園
における昼食代）

心身障害児通園施設利
用者負担金１０

東・中・西福祉事務所子育て支援係１８歳未満の子どもを養育している母子家庭の母
と子どもがいっしょに入所できる施設で、自立
に向けた生活支援や子育て支援などを行う事業

母子生活支援施設入所
者負担金９

経済的理由により出産費用の負担が困難な妊婦に、指
定の助産施設で出産する際の費用を一部助成する事業助産の実施８

子ども家庭課母子・父子家庭、寡婦を対象に、一時的な保育や
日常生活の手伝いなどを行うヘルパー派遣事業

ひとり親家庭等日常生
活支援事業７

�東・中・西福祉事務所子育て支援
係 �子ども家庭課

母子・父子家庭に対し、経済的自立に効果的な
資格の取得をめざす自立支援給付事業

母子・父子家庭自立支
援給付事業６

障害者支援室
０６（４３０９）３１８３～８４
�０６（４３０９）３８１５

�移動支援・日中短期入所・地域活
動支援センター�型�型・生活サポ
ート�障害者支援室 �訪問入浴・
日常生活用具�東・中・西福祉事務所

障害のある方に移動支援、日中短期入所、訪問
入浴などのサービスを行う事業

地域生活支援事業の利
用料５

東・中・西福祉事務所

知的障害・身体障害のある方で、虐待などのため契約
による障害福祉サービスが受けられない場合の措置

措置入所利用における
自己負担４

車いす、歩行器、義肢、補聴器などの身体上の
障害を補うための装具の購入または修理に対し、
事前申請で給付券を交付

補装具費の支給による
自己負担３

心臓ペースメーカーや人工関節置換術などの障
害を軽減する医療の費用を軽減

障害者自立支援医療（更
生医療）２

�東・中・西福祉事務所障害福祉係 �東
・中・西保健センター �障害者支援室

居宅介護（ホームヘルパー）や重度訪問介護、生
活介護、就労継続支援、短期入所などのサービス

障害福祉サービス利用
料１

担当課・問合せ先申請窓口対象サービス

（表）「寡婦（夫）控除のみなし適用」対象サービス一覧

２０歳未満の子を扶養する婚姻歴の

ないひとり親家庭で、税法上の寡婦

（夫）控除が適用されない世帯の子

育てを支援するため、市では７月１

日から、寡婦（夫）控除のみなし適

用を実施します。

ただし、婚姻届はないが事実上の

婚姻と同様の事情にある世帯や生活

保護受給者は対象外です。

控除の対象サービスや申請窓口な

どは表のとおりです。ただし、みな

し適用後も利用料金が変わらない場

合があります。また、この制度は税

額を減額するものではありません。

申請手順 �子ども家庭課へ「寡
婦（夫）控除のみなし適用」を申請

�審査の結果、発行された認定通知
書を持って、利用するサービスの窓

口で申請 �サービスの受給可否や
自己負担額を担当課から決定通知書

でお知らせ ※サービス内容によっ

ては申請月の翌月からの適用となり

ますので、早めに申請してください。

�申申請書と戸籍全部事項証明書、
印鑑、市・府民税課税証明書（平成２７

年１月１日現在、市外在住の方のみ）

を持って６月５日�から子ども家庭
課に直接 ※申請書は６月５日�か
ら市ウェブサイトでダウンロード可。

�申�問�申請・認定などについて�
子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�０６
（４３０９）３８１７ �サービスの内容につ
いて�各担当課

その他のつづき

公的な個人年金制度
国民年金基金に加入しませんか

国民年金基金は、少しでもゆとり

のある老後を過ごすことができるよ

うに、国民年金法の規定に基づき国

民年金（老齢基礎年金）の上乗せと

して給付をする公的な個人年金制度

です。

加入できる方は、２０歳以上６０歳未

満の国民年金の第１号被保険者で国

民年金保険料を納めている方または

６０歳以上６５歳未満で国民年金に任意

で加入している方です

掛金は希望する年金の型と口数・

年齢・性別で決まり、受け取る年金

額もわかるため、老後の生活設計に

役立てることができます。また、掛

金額は一定で、全額社会保険料控除

の対象となる税法上のメリットがあ

り、受け取る年金にも、公的年金控

除が適用されます。

詳しくは大阪府国民年金基金ウェ

ブサイトをご覧いただくかお問合せ

ください。

�問�大阪府国民年金基金 フリー

ダイヤル０１２０（６５）４１９２または０６

（６７７５）５７７５、�０６（６７７５）５７８０ �
国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�０６
（４３０９）３８０５

発令のときはご注意�
光化学スモッグのシーズンです

光化学スモッグの発令状況を「の

ぼり」などでお知らせしています。

のぼりは、発令状況によって次のと

おり色分けし、市施設や学校園など

に立てます。

�予報�みどり色 �注意報�黄
色 �警報�だいだい色 �重大警
報�えんじ色
また、府ウェブサイトなどでも発

令状況を提供しています（メール配

信サービスあり）。

【予報・注意報が発令されたら】
予報・注意報が発令されたときは、

屋外での激しい運動や水泳などは避

け、屋内へ入りましょう。

また、光化学スモッグの原因とな

る排出ガスを削減するため、自動車

の使用は避けてください。

【被害に遭ったとき】
目やのどに刺激を感じたら、水道

水で洗って屋内で安静にし、症状が

重いときは、すぐに専門医の診察を

受けてください。

なお、光化学スモッグによる被害

と思われる場合はご連絡ください。

◇ ◇

�問�公害対策課 ０６（４３０９）３２０３、

�０６（４３０９）３８１８ �地域健康企画課
０７２（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６

東部大阪
都市計画公聴会

府では、「東部大阪都市計画区域の

整備、開発及び保全の方針の変更」

の案を作成するにあたり、次のとお

り公聴会を開催します。 �時６月３０
日�１４時から �所大阪府庁別館７階
会議室 �申傍聴希望者は基本事項（右
下に掲載）を６月８日�～２２日�（必
着）にハガキまたはＥメールで ※

公述希望者はお問合せください。

�申�問〒５４０―８５７０大阪府都市計画室
計画推進課 ０６（６９４４）６７８１、�０６
（６９４４）６７９６、�keikakusuishin
@sbox.pref.osaka.lg.jp

�問都市計画室 ０６（４３０９）３２１１、�
０６（４３０９）３８３１

ＳＴＯＰ・ザ・不法就労／不法滞在

働くことが認められていない来日

外国人を雇うことは法律違反です。

平成２４年から、中長期在留者には在

留カードが交付されています。来日

外国人を雇用するときは、在留カー

ドで就労制限の有無や在留期間を必

ず確認してください。

�問�布施警察署 ０６（６７２７）１２３４、

�０６（６７２７）７５７８ �河内警察署
０７２（９６５）１２３４、�０７２（９６３）４８２３
�枚岡警察署 ０７２（９８７）１２３４、�０７２
（９８１）０３７７

東体育館
７・８月臨時開館に伴う抽選会

７・８月の休館日臨時開館に伴い、

利用抽選会を行います。 �時６月１７
日�１２時３０分から（受付は１２時１５分
から） �対オーパスカード登録者
臨時開館日 �７月６日����
�１３日���� �２１日����
�２７日��� �８月３日���
�１０日��� �１７日��� �２４
日��� �３１日���� ☆�は
９時～１２時、�は１３時～１７時 ※体

育館使用料は時間帯により異なりま

す。 �持オーパスカード
�所�問東体育館 ０７２（９８２）１３８１、�

０７２（９８２）２７６８
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●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス
●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所
�氏名（ふりがなも）
�年齢
�電話・ファクス番号

以上をそれぞれの申込み先へ

寡婦（夫）控除の
みなし適用

７月から実施します

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）平成２７年６月１日

mailto:keikakusuishin@sbox.pref.osaka.lg.jp
mailto:keikakusuishin@sbox.pref.osaka.lg.jp


市のイメージアップに補助金交付
観光関連団体

市のイメージアップや地域経済の

活性化を目的に、観光関連団体など

が実施するイベント事業などに対し、

補助金を交付します。詳しくは公募

要領をご覧ください。 �定２団体（審
査部会で決定） 補助金額 補助対

象事業費の２分の１以内（上限５０万

円） ※補助対象事業費の下限額は

１０万円。 �申申請書を６月１日�～
１５日�（必着）に郵送または直接 ※

公募要領や申請書は６月１日�から
市ウェブサイトでダウンロード可。

�申�問〒５７７―８５２１市役所商業課 ０６

（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）３８４６

生活困窮者自立支援関係嘱託職員

自立相談支援員兼就労支援員を募

集します。 試験日 ６月２０日�
�申応募用紙を６月１０日�（消印有効）
までに郵送または１２日�までに直接
※募集要項や応募用紙は市ウェブサ

イトからダウンロード可。

�申�問〒５７７―８５２１市役所生活福祉室
０６（４３０９）３１８２、�０６（４３０９）３８１５

危険物安全週間
無事故へと 気持ち集中 はっけよい

６月７日からは危険物安全週間で

す。危険物とは、ガソリンや灯油、

油性塗料といった火災が発生・拡大

しやすく消火が困難なもののことで

す。

危険物を取り扱う事業所の方は、

事業所における自主保安の重要性を

再確認してください。また、家庭に

おいては、取扱い上の注意事項をよ

く読み、正しく取り扱うように注意

しましょう。

【火災予防条例を改正】
多数の人が集まる催しを安全に行

うため、平成２６年１０月に火災予防条

例を改正しました。

祭礼、縁日、花火大会、展示会な

ど一時的に不特定多数の人が集まる

催しの主催者は、火災予防条例に基

づき次のことを守りましょう。

�ガスコンロ、発電機などの火を
使用する器具を用いる場合は、あら

かじめ消火器を準備すること

�火を使用する器具を用いる露店
などを開設しようとする者は、消防

署長に届け出ること

火災予防条例の対象となる催しや

火を使用する器具など、詳しくはお

問合せください。

◇ ◇

�問�消防局予防広報課 ０７２（９６６）

９６６２、�０７２（９６６）９６６９ �東・中・
西消防署（東�０７２―９８３―０１１９、�０７２
―９８５―６５０３ 中�０７２―９６６―０１１９、�０７２
―９６６―６４６５ 西�０６―６７８８―０１１９、�０６
―６７８８―１３７４）

岩田保育所で一時預かり
６月１日開始

在宅で子育てをする親子を支援す

るため、６月１日�から岩田保育所
で一時預かり事業をスタートしま

す。 種類・内容 �就労型�主に
就労している保護者が、保育所（園）

に入れない場合や不定期の就労など

を行う場合に一時的に預けたいとき

に利用できる（１日最大８時間、主

たる保護者が就労などにより取得し

た支給認定証の提示が必要）

�リフレッシュ型�主に在宅で子
育てをしている保護者が、リフレッ

シュや通院など保護者の私的理由に

より一時的に預けたいときに利用で

きる（１日原則４時間）

いずれも事前登録が必要です。利

用料金や利用要件、申込方法など詳

しくはお問合せください。

�申�問岩田保育所 ０７２（９６２）８６００、

�０７２（９６２）８６４７
�問�一時預かり事業�子育て支援
課 ０６（４３０９）３３０２ �支給認定証�
子ども応援課 ０６（４３０９）３２０２ ☆�
はいずれも０６（４３０９）３８１７

児童手当・特例給付
現況届の提出を

児童手当・特例給付を受けている

方に「児童手当・特例給付現況届」

の用紙を６月上旬に送付します。

この届は、受給者の６月１日現在

の状況を把握し、６月分以降の手当

を引き続き受ける要件を満たしてい

るかを確認するためのものです。

６月３０日�までに郵送するか、国
民年金課または行政サービスセンタ

ーに提出してください。現況届の提

出がない場合は、６月分以降の支給

がいったん停止しますのでご注意く

ださい。ただし、６月以降に支給開

始となった方は現況届による更新手

続きの必要はありません。

【児童手当６月期は６月１５日振込】
児童手当の６月期（２月～５月分）

は、６月１５日�が振込日です。
◇ ◇

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

介護支援専門員～試験・資格の更新

【実務研修受講試験】
試験日 １０月１１日�１０時から ※

会場は申込後に受験票で通知。 �対
医師、看護師、介護福祉士など保健

・医療・福祉のいずれかの分野で５

年以上かつ９００日以上（介護業務で国

家資格などがない場合は１０年以上か

つ１，８００日以上）の実務経験がある方

�料８，８２９円 �申申込書を６月２２日�
（消印有効）までに簡易書留で郵送

※試験要領や受験申込書は５月２８日

	から高齢介護課、福祉事務所、保
健所、保健センターで配布。

【資格の更新を】
介護支援専門員の資格は、５年ご

とに更新が必要です。更新希望者は、

有効期限までに更新研修を修了し、

申請手続きをしてください。

◇ ◇

�申�問〒５４２―００１２大阪市中央区谷町
７―４―１５大阪府社会福祉会館４階 （一

財）大阪府地域福祉推進財団 ０６

（６７６３）８０４４、�０６（４３０４）２９４１
�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�

０６（４３０９）３８４８

市では、自主財源確保の観点か

ら市が管理する歩道橋に通称名を

つけることができる命名権（ネー

ミングライツ）事業を開始します。

得られた収入は、道路の維持管理

に活用していきます。

パートナー企業は、対象となる

歩道橋に企業名、商品名（企業ロ

ゴ、マークも可）を含む通称名を

命名することができます。また、

市ウェブサイトやケーブルテレビ

での紹介も予定しています。

契約内容 契約料年間３０万円以

上の３年契約 ※最高金額を提示

した企業をパートナー企業としま

す。 募集期間 ６月１日�～７
月３１日� ※詳しくはお問合せく

ださい。

�申�問道路管理室 ０６（４３０９）３２１９、

�０６（４３０９）３８３６

【子ども絵画教室】
�時６月７日�１０時～１２時３０分
�定１５人（申込先着順） �料１，６００円
�申６月５日�まで
【キラリペットボトルカバー作
り】
スワロフスキーを使って作りま

す。 �時６月７日�１０時～１５時
�定１０人（申込先着順） �料１，３００円
�申６月４日	まで
【カラオケ指導教室】
�時６月１１日	１０時～１２時 �定３０
人（申込先着順） �料３００円 �申
６月７日�まで
【初心者囲碁教室】
�時６月１３日�１５時３０分～１７時
�定１０人（申込先着順） �料３００円

�申６月９日�まで
【パソコンスクール（初心者）】
�時６月１７日�１０時～１１時３０分
�定３０人（申込先着順） �料５００円
※パソコンのレンタル（１００円）あ

り。 �申６月１３日�まで
【あじさいハイキング】
生駒山の麓、ぬかた園地のあじ

さい園をめざしてハイキングをし

ます。 �時６月２８日�９時～１６時
３０分 �定３０人（申込先着順） �内摂
河泉展望コース―ぬかた園地あじさ

い園（昼食）―長尾の滝 �料３００円
�申６月２４日�まで
【お菓子の家やミサイルロボッ
トを作ろう】
牛乳パックやトイレットペーパ

ーの芯を使ってお菓子の家などを

作ります。 �時６月２８日�１０時～
１２時・１３時～１５時 �対４歳～小学
生 ※保護者同伴。 �定各２０人（申
込先着順） �料�お菓子の家�６５０
円 �ミサイルロボット�７５０円
�申６月２４日�まで
【草木染体験教室】
バンダナやストールを作ります。

�時６月２８日�１０時～１５時 �定３０人
（申込先着順） �料２，０００円 �申
６月２４日�まで
【ロビーギャラリー】
ふれあい写真クラブの皆さんの

写真を展示します。 �時６月１日�
～３０日�９時～２１時 ※申込不要。

◇ ◇

�申各申込期限までに電話で ※

月曜日は休館。持ち物は申込時に

ご確認ください。

�所�申�問グリーンガーデンひらお
か ０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

��������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ありのまま 自分らしさで 生きること
中学校３年生（人権作品集）

株式会社○○○○ 高井田西小学校歩道橋

教室＆催し
グリーンガーデンひらおか

歩道橋ネーミングライツ

パートナー企業募集

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 平成２７年６月１日



学ぶのつづき

地域安心生活サポーター養成講座

高齢者などの日常生活の困りごと

を手伝う援助者になりませんか。

�時６月１３日�９時～１２時 �所やまな
みプラザ（四条） �対市内在住・在勤
（いずれか）の方 �定３０人（申込先着
順） �申基本事項（１０面に掲載）と市外
在住の方は勤務先・住所を６月１日

�～１２日�に電話またはファクスで
�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

ものづくりカレッジ見学会

�時６月１４日�１０時から・１３時３０分
から �内実習の見学、個別相談
�所�問ものづくりカレッジ（府立東
大阪高等職業技術専門校、菱江６）

０７２（９６４）８８３６、�０７２（９６４）８９０４
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

東大阪アリーナの教室

【美的ストレッチ体操体験教室】
�時６月１０日�１２時５０分～１３時３５分
�対１８歳以上の方（子ども同伴可）
�定２０人（申込先着順） �料９００円 �持
運動ができる服、タオル、飲み物

�申６月８日�までに電話予約のうえ
直接

【大阪エヴェッサバスケット教室
スペシャルトレーニング】
�時�内６月１２日��１８時～１９時２０分
�初級 �１９時３０分～２０時５０分�中
級 �対小・中学生 �定各２０人（申込
先着順） �料１，６２０円 �持運動ができ
る服、室内用シューズ、マイボール

（あれば） �申６月８日�までに大
阪エヴェッサスポーツクラブのウェ

ブサイトで

【トレーニングルーム登録講習会】
�時６月２４日�・２７日�・２８日�・

２９日��１３時３０分～１５時３０分 �１５
時３０分～１７時３０分 �対１６歳以上の方
�定各１０人（抽選） �料５００円 �持運動
ができる服、室内用シューズ、タオ

ル �申基本事項（１０面に掲載）と性
別、希望日時（第２希望まで）を６

月５日�（必着）までに往復ハガキ
で（１人１枚）

◇ ◇

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�
０６（６７２６）１９９４

茶道教室

�時６月１１日�・７月９日�・８月
６日�・９月１０日�１８時～２０時（計
４日間） �対市内在住・在勤・在学
（いずれか）の方 �定１０人（申込先

ふく さ

着順） �料４，０００円 �持扇子、帛紗、
懐紙、白ソックス �申６月１日�９
時から電話で

�所�申�問ユトリート東大阪 ０６

（６７２１）６０００、�０６（６７２１）１２１２

五条老人センターの教室

【レッツ体操�】
�時�内�６月１８日��ストレッチ体
操 �７月２日��楽しく体操 �
７月１６日��健康ヨガ体操 ☆いず

れも１０時～１１時３０分で計３日間 �定
３０人（申込先着順） �持タオル、飲み物
【ビーズでブレスレット作り】
�時６月２９日�１３時～１５時 �定１０人

（申込先着順） �料８００円 �持フェル
ト（３０	四方）、縫い針、ニッパーま
たはハサミ

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方 �申６
月１日�から電話または直接
�所�申�問五条老人センター ０７２

（９８５）３７５１、�０７２（９８６）７５９２

弥生時代のくらし体験
まが たま

�時６月１４日�１０時～１６時 �内勾玉
作り、弓矢、石のナイフなどのくら

し体験

�所�問旧河澄家（日下町７） ０７２

（９８４）１６４０（�兼用）

高井田老人センターの教室

【バランス健康体操教室】
�時�６月１８日�、７月２日�、８
月６日� �９月３日�、１０月１日
�、１１月５日� ☆いずれも１０時～

１１時３０分で計３日間 �定各５０人（申
込先着順） �持運動ができる服、５
本指の靴下、タオル、ヨガマットま

たはバスタオル、飲み物 �申６月４
日�から電話または直接
【写真立てを作ろう】
�時６月２９日�１３時～１６時 �定１５人
（申込先着順） �料５００円 �申６月１
日�から電話または直接

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方
�所�申�問総合福祉センター内高井田
老人センター ０６（６７８９）３７５１、�０６
（６７８９）９１７４

市民後見人養成講座
オリエンテーション

誰もが安心して暮らすことができ

る地域をめざして、判断能力が充分

でない方の生活を身近な立場で支援

し、後見活動を行う「市民後見人」

の養成講座の説明会です。 �時�所�定
�６月２７日��プリズムホール（八
尾市文化会館）／１１０人 �７月４日
��大阪社会福祉指導センター（大
阪市中央区中寺１）／１００人 ☆いず

れも１４時～１６時３０分（申込先着順）

�内講演「成年後見制度の概要と市民
後見人の役割」、市民後見人の活動紹

介など �申申込書をファクスで（電
話も可） ※申込書は市ウェブサイ

トからダウンロード可。行政サービ

スセンター、福祉事務所、保健セン

ターなどでも配布。

�申府社会福祉協議会内大阪後見支
援センター ０６（６７６４）７７６０、�０６
（６７６４）７８１１

�問�市社会福祉協議会 ０６（６７４８）

００１５、�０６（６７２６）２４６４ �高齢介護
課 ０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

子育て援助・子どもの安全講座

【子育て援助会員養成講座】
�時６月１８日�・１９日�・２０日�１３
時～１７時（計３日間） �所市役所本庁
舎１８階会議室など �対自宅での保育
や送迎ができる心身ともに健康な２０

歳～７０歳の市内または近隣市在住の

方 �持当日登録希望者は印鑑、２．５	
×３	の顔写真２枚、Ａ４サイズの自
宅周辺地図１枚 �申６月１０日�まで
【日赤幼児安全法講習】
�時６月２９日�１３時３０分～１５時３０分
�所総合福祉センター �対市内在住の
方 �内子どもに起こりやすい事故の
予防と応急手当 �料５００円 �持大判の
ハンカチ、ストッキング �申６月２３
日
まで

◇ ◇

�定各３０人（申込先着順） �申基本事
項（１０面に掲載）を各申込期限までに

電話で（ファクス、Ｅメール、直接も可）

�申�問ファミリー・サポート・セン
ター ０６（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）
５６１１、�famisapo@heartnet�hos
hakyo.org

�問移動図書館 ０６（６７２８）０２０２、�０６（６７３０）７３３７
※１ ４月からＪＡ孔舍衙の巡回時間が１５：１０～１５：５０に変更になりました。

※２ 工事のため東楠風荘公園稲荷神社横を鴻池児童遊園に変更します（６月３０日まで）。
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３日�
１７日�

１５：３０～１６：２０八戸の里公園相撲場西側

１４：１０～１４：５０プレジデント東大阪（岩田町６）

１３：２０～１３：５０角田総合老人センター

５日�
１９日�

１５：２０～１６：００ライオンズマンション（若江東町２）

１４：１０～１４：４０府営東大阪玉串住宅

１３：２０～１４：００玉串西団地集会所前

２日

１６日


１５：３０～１６：００メープルコート（島之内１）

１４：１０～１４：４０府営東鴻池第二住宅

１３：２０～１４：００鴻北公園西側

１１日�
２５日�１５：１０～１５：５０ＪＡ孔舎衙（日下町６）（※１）

１４：００～１４：４０マンハイム石切（日下町４）

５日�
１９日�

１５：１０～１５：４０シャルマンコーポ枚岡公園

１４：１０～１４：４０豊浦公民分館

１３：２０～１３：５０オーク新石切（西石切町７）

４日�
１８日�

１５：１０～１５：５０新池島町児童遊園

１４：００～１４：３０大池公園

１３：２０～１３：５０瓢�山稲荷神社東駐車場

１２日�
２６日�

１５：００～１５：４０桜井児童遊園

１４：００～１４：３０上六万寺児童遊園

１３：２０～１３：４０横小路メイ・トーラス

９日

２３日


１５：００～１５：４０ダイアパレス横（西石切町２）

１４：００～１４：３０駅前公園（上石切町２）

１３：２０～１３：５０日下町丹波神社西側

１２日�
２６日�

１５：３０～１６：１０五百石公園（御厨東２）

１４：００～１４：３０新家西町第２公園

１３：２０～１３：５０御厨天神社境内

１１日�
２５日�

１５：２０～１６：１０稲田公園

１４：２０～１４：５０川俣処理場東側

１３：３０～１４：１０西堤神社境内

２日

１６日


１５：４０～１６：２０岸田堂南公園

１４：４０～１５：１０柏田公園

１３：４０～１４：３０金岡公園

９日

２３日


１５：２０～１６：００新喜多公園

１４：００～１４：４０市営鷺島住宅集会所前

１３：２０～１３：５０市営島町住宅

４日�
１８日�

１５：２０～１６：００はすの広場（近江堂）北側

１４：００～１４：４０大和公園

１３：１０～１３：５０三ノ瀬公民分館

３日�
１７日�

１５：１０～１５：５０府営加納住宅集会所前

１４：１０～１４：５０加納アメリア集会所前

１３：２０～１３：５０春光園（横枕）

１０日�
２４日�１５：００～１６：００寺嶋公園

１３：２０～１４：２０東楠風荘公園稲荷神社横（※２）

１０日�
２４日�

１５：２０～１６：１０イズミヤ若江岩田店

１４：００～１４：４０若江本町北公園

１３：２０～１３：５０花園西町公園

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）平成２７年６月１日

mailto:famisapo@heartnet-hoshakyo.org
mailto:famisapo@heartnet-hoshakyo.org


★ ★ ★

★

ゆかたの着付体験教室

�時７月４日�１３時～１５時 �対市内
在住・在勤・在学（いずれか）の女

性 �定１６人（抽選） �申基本事項（１０
面に掲載）を６月１５日�（消印有効）
までに往復ハガキで

�所�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―１１―
１７ 青少年女性センター ０６（６７８９）

５７４６、�０６（６７８９）２０４９

グリーンパルの教室

【ウォーキング教室】
正しいウォーキングを学びます。

�時７月７日�１３時３０分～１５時３０分
�定５０人（抽選） �持運動ができる服
・靴、飲み物

【ストレッチとウォーキング教
室】
身体のバランス感覚と足腰の筋力

を鍛え、日常生活の転倒防止をめざ

します。 �時７月９日�・２３日�・
３０日�・８月２７日�１０時～１２時（計
４日間） �定４０人（抽選） �料２，０００
円 �持運動ができる服・靴、飲み物
【健康料理教室～超、腸美人�食
物繊維をたっぷり】
�時７月１２日�１０時３０分～１３時３０分
�定１６人（抽選） �内ポークビーンズ、
おからのサラダ、夏野菜のグリル、

デザート �料１，０００円 �持エプロン、
三角巾

◇ ◇

�対市内在住・在勤（いずれか）の
方 �申基本事項（１０面に掲載）を６
月２６日�（必着）までに往復ハガキ
で

�所�申�問〒５７８―０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

アンチエイジング体操

椅子やタオルを使い、音楽に合わ

せて身体を動かします。 �時６月２５
日�１３時３０分～１４時３０分 �対６０歳以
上の方 �定２０人（申込先着順） �料
１，０００円 �持運動ができる服、タオル、
飲み物 �申６月２０日�までに電話予
約のうえ直接

�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

子育て教室～子育ての輪

子育ての中で感じる不安や悩みを

カウンセラーを交えて話し合います。

�時６月５日�・１９日�１９時～２０時４５
分、６月１０日�・２４日�１０時～１１時
４５分 ※不登校や子育ての悩みなど

の個別相談にも応じます（１週間前

までに電話で要予約）。

�所�問長瀬青少年センター ０６

（６７２７）１２００、�０６（６７２９）９７８７

角田総合老人センターの教室＆催し

【おもてなし・英会話教室】
２０１９年のラグビーワールドカップ

開催時に、会場案内などをするボラ

ンティアを育成します。 �時６月１０
日～来年３月１６日の水曜日１３時３０分

～１４時３０分（夏期、年末年始を除く

計３４日間） �定１４人（申込先着順）
�申６月１日�から電話または直接
【健康のための笑顔づくり～ニコ
ニコ体操】
�時６月１０日�１０時～１１時３０分 �持
運動ができる服、タオル、飲み物

※申込不要。

【メロディうんどう教室】
�時６月１１日�・２４日�１３時３０分～

１５時 �内運動や生活指導など �持運
動ができる服、タオル、飲み物 ※

申込不要。

【みんなの体操ひろば】
�時６月２５日�１３時３０分～１５時 �内
転倒予防体操など �持運動ができる
服、タオル、飲み物 ※申込不要。

【ふれあいバスツアー】
京都で友禅染め体験や善峯寺あじ

さい観賞をします。 �時６月２９日�
☆９時１５分出発、１５時解散 �定４５人
（抽選） �料３，０００円 �申６月１日�
～１２日�に電話または直接

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方
�所�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

就職につなげよう�

【ホンキの就職４DaysSeminar】
面接通過力をアップさせる体験型

セミナーです。 �時６月８日�・１２
日�・１６日�・１９日�１２時３０分～１７
時 �定１０人（申込先着順） �申６月
１日�～５日�に電話で
【仕事で使えるパソコン講座】
�時６月１０日�１０時～１５時 �定６人
（申込先着順） �内エクセルで表作
り �申６月１日�～９日�に電話で

◇ ◇

�対１５歳～３９歳の求職中の方
�所�申�問東大阪若者サポートステー
ション（高井田元町２） ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

タブレットＰＣ講座
ｉＰａｄ入門

�時６月１８日�・２５日�１０時～１２時
（計２日間） �対市内在住・在勤・在
学（いずれか）の高校生以上の方

�定１２人（抽選） �内音声での文字入
力、写真・ビデオ撮影の方法など

�料３，０００円 �申基本事項（１０面に掲載）
を６月１０日�（必着）までにハガキ
またはファクスで

�所�申�問〒５７７―０８３２長瀬町３―７―４０
長瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、

�０６（６７２９）９７８７

農業体験プログラム「ＴＨＥ米」

米の栽培や収穫、調理、販売を通

して、農業を体験します。

�時６月２８日�～１１月下旬（計３日
間程度） �所市内農地、ＪＡグリー
ン大阪本店（荒本北１） �対市内在
住の小学生以下の子どもとその保護

者 �定１５組（最大５０人。抽選） �料
１組１，５００円（５�の白米付き）
�持長靴、タオル、飲み物など �申基
本事項（１０面に掲載）と参加者全員

の氏名（子どもには○印を）、保護者

の携帯電話番号を６月７日�（消印
有効）までにハガキで

�申�問〒５７７―８５２１市役所農政課 ０６

（４３０９）３１８０、�０６（４３０９）３８４６

ドリーム２１では、６月５日�～
７月７日�を七夕週間とし、さま
ざまなイベントを行います。なお、

七夕週間（日曜日を除く）の午前

はプラネタリウム一般番組の投影

はありません。また、７月５日�
は七夕コンサートのため、一般番

組の投影は午前の２回と１６時から

のみとなります。

【プラネタリウム七夕番組（幼
児向け）～ホタルくんとたなばたさ
ま】
�時６月５日�～７月７日�１０時
～１０時４０分・１１時１５分～１１時５５分

（日曜日を除く） �料４歳～中学
生１００円、高校生２００円、一般４００円

【七夕ものづくりひろば～自由
に作ってたのしもう�】
�時	６月２０日�１４時～１５時３０分

	２１日�１０時３０分～１２時・１４時～
１５時３０分 ※いずれも受付は１０時

３０分から。 �対４歳以上の方 �定
各３０人（当日先着順） �料１００円
【七夕プラネタリウムコンサー
ト】
「桃太郎」から「アナと雪の女

王」まで子どもたちも楽しめるフ

ァミリーコンサートを開催します。

歌のお姉さんによる昔話と歌、ピ

アノやパーカッションも加わって、

みんなで歌って楽しむコンサート

です。プラネタリウムの星空と七

夕の話もあります。 �時７月５日
�１４時～１５時 �料６００円（事前予約
５００円） ※電話予約可。

◇ ◇

�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、
�０７２（９６２）０８１０

�������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

七夕週間の催し
ドリーム２１に行こう�

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１３） 平成２７年６月１日



６月１日から７日まで全国一斉

に水道週間が始まります。水は、

限りある資源です。この機会に、

水の大切さをもう一度考えてみま

しょう。

上下水道局では、水道週間にあ

わせて、次のとおりキャンペーン

を行います。 �時６月６日�１０時
～１６時 �所菱屋西配水場（菱屋西
４―１１―３１） �内水道水とミネラルウ
ォーターのきき水、パネル展、粗品

の配布など ※飲食物の持込みや

車での来場、ペットの同行は不可。

�問水道総務部総務課 ０６（６７２４）

１２２１、�０６（６７２１）２３７４

建物の所有者は
飲み水の衛生管理を

安全な飲み水を確保するため、

建物の所有者は飲み水の衛生管理

に気をつけましょう。

水道水を貯水槽に貯留し、各階

に給水しているビルやマンション

などの高層の建物では、貯水槽の

管理が不適切であると、赤水が発

生したり、水槽内に鳥・虫の死がい

やフンが混入したりするなど、水の

汚染事故が起きる恐れがあります。

建物の所有者は、次の管理基準

を守り、給水施設と水の衛生管理

に努めてください。また、建物の

利用者が、水の異常に気づいたと

きは所有者に連絡しましょう。

管理基準 �貯水槽の清掃は定
期的（年１回）に行う �不備な
点は速やかに改善する �水の色
や濁り、におい、味などに注意し、

異常があれば水質検査をする �
貯水槽の水が健康を害する恐れが

あるときは直ちに給水を停止して、

利用者や保健所、上下水道局など

に連絡する ※受水槽の有効容量

が１０�を超えるものは、保健所へ
の簡易専用水道の届出と年１回の

定期検査（厚生労働大臣の登録を

受けた検査機関による検査）が必

要です。

�問�環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、

�０７２（９６０）３８０７ �給水課 ０６

（６７２４）１２２１、�０６（６７２１）２３７４
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催しのつづき

郷土博物館コーナー展示
古墳に使われる石

�時６月２日�～９月６日�９時３０
分～１６時３０分 ※月曜日と祝日の翌

日は休館。 �内古墳から出土する石
ひつぎ

の装身具や棺の展示 �料一般５０円、
高校・大学生３０円、小・中学生２０円

�所�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

市民グラウンド・ゴルフ大会

�時７月１４日�（１８日�予備日）
�所吉田春日グラウンド �対市グラウ
ンド・ゴルフ協会登録者以外の市内

在住・在勤（いずれか）の方 �定６０
人（申込先着順） �料３００円 �申６月
８日�１０時～１１時３０分に市民会館３
会議室に直接

�問�市グラウンド・ゴルフ協会「金
光」０７２（９８７）１８３４ �青少年スポー
ツ室 ０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

夢広場文化祭

�時�内６月２０日�・２１日��１０時～
１６時／作品展（フラワーアレンジメ

ント、水彩画、生花、絵手紙、字手

紙） �１３時～１６時／発表会（２０日は
太極拳・河内音頭・オカリナ演奏、

２１日はフラダンス・童謡コーラス・

詩舞） ※発表会は各当日先着１７０人。

�所�問夢広場（布施駅前）０６（６７８４）
２０１４（�兼用）

里親に関心がある方へ
地域の子ども、いっしょに育てませんか

里親のことを知ってみませんか。

現在里親として地域で活動している

方が直接質問にお答えします。気軽

にご参加ください。 �時６月１９日�
１０時～１２時・１３時～１６時 �所市役所
本庁舎１階多目的ホール

�問�大阪府東大阪子ども家庭セン
ター ０６（６７２１）１９６６、�０６（６７２０）
３４１１ �子ども見守り課 ０６（４３０９）

３１９７、�０６（４３０９）３８１７

長瀬子育て支援センター

【みんな みんな よっといで】
�時６月１日�９時３０分～１６時 �対
就学前乳幼児 ※お弁当も食べられ

ます。

【わくわく ミニ運動会】
�時６月９日�１１時～１２時 �対就学
前乳幼児

【親子広場】
�時６月２４日～７月２２日の水曜日１０
時～１１時（計５日間） �対２歳児
�定１５組（初めての方を優先して抽選）
�料５０円 �申６月１日�～１７日�９時
３０分～１７時に電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

ももっこ

【まんぼーりとみっく】
�時６月３日�１０時３０分～１１時３０分
�対歩ける１歳児 �定１２組（申込先着
順） �申６月１日�１０時から電話で
【親子クッキング】
�時６月１２日�１０時～１１時 �対２歳
以上の幼児 �定１０組（申込先着順）
�料１００円 �持エプロン、三角巾 �申
６月２日�１０時から電話で

◇ ◇

�申�問ももっこ（楠根子育て支援セ
ンター）０６（４３０６）４１５１、�０６（４３０６）
３０８０

あさひっこ

【離乳食講座】
�時６月１２日�１０時～１１時 �対６か
月～１歳３か月の乳児 �定１０組（申
込先着順） �料１００円 �申６月２日�
１０時から電話で

【縄手南ふれあい＆ダンス】
�時６月１８日	１０時～１１時 �所縄手
南公民分館 �対０歳児 �定１０組（申
込先着順） �持抱っこひも �申６月
５日�１０時から電話で

【おむつはずれの話】
�時６月２３日�１０時～１０時４５分 �対
１歳６か月～２歳１１か月の乳幼児

�定１５組（申込先着順） �申６月１１日	
１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

鴻池子育て支援センター

【み～んなあ・そ・ぼ】
�時６月５日�１３時３０分～１６時
【音楽で楽しく遊ぼう】
�時６月１９日�１０時～１１時３０分 �対
１歳６か月以上の乳幼児 �定２０組（申
込先着順） �申６月５日�１３時から
電話で

【親子広場】
�時７月の水曜日１０時～１１時（計５
日間） �対平成２５年４月２日～９月
３０日生まれの乳幼児 �定２０組（抽選）
�申６月８日�１３時～１２日�１７時に電
話または直接

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

荒本子育て支援センター

【親子広場】
�時６月１７日～７月２２日の水曜日１０
時～１１時（計６日間） �対３歳以上
の幼児 �定１５組（抽選） �申６月１
日�１３時～１１日	１７時に電話で
【３Ｂ親子体操】
�時６月１９日�１０時～１１時３０分 �対
２歳以上の幼児 �定２０組（申込先着
順） �申６月３日�１３時から電話で
【お部屋で砂遊び（ダンシングサ
ンド）】
�時６月１９日�１３時３０分～１５時 �定
３歳以上の幼児

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

※車での来場はご遠慮ください。�所の
記載のない催しは、各子育て支援セ
ンターで開催。�対は子どもについて
のみ記載していますが、すべて保護
者が同伴してください。申込方法の
記載のない催しは申込不要です。

子育て支援センターの催し

親子でいっしょに出かけよう�

６月１日からは水道週間
カラカラで 蛇口に飛び込む 僕の口

東 大 阪 市 政 だ よ り （１４）平成２７年６月１日



不動産・建物の相談

【不動産相談】
�時６月１２日�１０時～１２時 �定５人
（当日先着順）

【建築士による相談】
�時６月１６日�１３時～１６時 �内住宅
の設計、リフォーム、欠陥住宅、アス

ベスト、耐震診断・改修補助制度など

◇ ◇

�所市役所本庁舎１階相談室
�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�

０６（４３０９）３８３４

ひとり親家庭の母・父、寡婦が対象
出張就業相談

�時６月１８日�１０時～１６時 �所イコ
ーラム（男女共同参画センター） �定
５人（申込先着順） ※１歳６か月～

就学前幼児の保育あり（１人２００円で

定員あり。６月９日�までに要予約）。
�申６月１日�～１７日�に電話で
�申�問母子家庭等就業・自立支援セン
ター ０６（６７６２）９４９８、�０６（６７６２）３７９６
�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、

�０６（４３０９）３８１７

人権相談

【特設人権相談】
�時６月１８日�１４時～１６時 �所夢広
場（布施駅前）

�問市社会福祉協議会内人権擁護委
員会 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
【常設人権相談】
�時月曜日～金曜日９時～１６時（祝
休日を除く）

�所�問大阪法務局東大阪支局 ０６

（６７８２）５５６３

◇ ◇

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�
０６（４３０９）３８２３

ボランティア
あいあいサロン

�時６月２７日�１３時３０分～１５時３０分
�定３０人（申込先着順） �内クリップ・
メモ帳作り、ボランティアと交流な

ど �料１００円 �申基本事項（１０面に掲
載）を６月１日�～１５日�に電話で
（ファクス、直接も可）

�所�申�問総合福祉センター内ボラン
ティア・市民活動センター ０６（６７８９）

５５５０、�０６（６７８９）２９２４

気軽に参加を
障害者スポーツを楽しもう

ボッチャとふうせんバレーを体験

しませんか。 �時６月１４日�１４時～
１５時３０分 �所市民ふれあいホール（鳥
居町） �対市内在住の障害者 �定３０
人（申込先着順） �持タオル �申基本
事項（１０面に掲載）を６月１２日�まで
に電話で（ファクス、直接も可）

�申�問高井田障害者センター ０６

（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）２８７０

ひるさがりロビーコンサート

�時７月
４日�１３
時３０分～

１４時１５分

�定１１０人
（抽選） �内倉田順子さん（ソプラノ）
と小上多衣子さん（ピアノ）による

プーランクの「雅やかな宴」、アーン

の「クロリス」など ※２歳～就学

前幼児の保育あり。 �申基本事項（１０
面に掲載）と参加希望人数（３人ま

で）・全員の氏名、保育希望の場合は

子どもの年齢を６月２２日�（消印有
効）までに往復ハガキで

�所�申�問〒５７８―０９２４吉田６―７―２２ 市

民美術センター ０７２（９６４）１３１３、�
０７２（９６４）１５９６

鴻池新田会所の催し＆講座

【コーナー展示「新田会所の蔵出
し食器」】
�時６月１３日�～７月２０日� �内江
戸期～明治期の祝祭や宴会で使用さ

れた「おもてなし」の食器類の展示

【歴史講座～作庭家・重森千�さ
んによるガーデントーク】
鴻池新田会所の庭園を散策しなが

ら、その仕組みをわかりやすく解説

します。 �時６月７日�１３時～１４時
３０分 �定３０人（当日先着順）

◇ ◇

※入館料（一般３００円、小・中学生

２００円）が必要。

�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

やまなみプラザの催し

【ロコモ予防 ストレッチと体力測
定】
�時６月２６日�１３時３０分～１５時 �定

４０人（抽選） �持タオル、飲み物
【うたごえ広場】
昔懐かしい歌を歌います。 �時６
月２７日�１４時～１６時 �定１２０人（抽
選） �料２００円（歌集は別途２００円）
�持飲み物

◇ ◇

�対市内在住・在勤・在学（いずれ
か）の方 �申基本事項（１０面に掲載）
を６月７日�（消印有効）までに往
復ハガキで

�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ や

まなみプラザ（四条）０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

日本国籍の有無にかかわらず受験

できます。

消防吏員

採用人数や受験資格などは表�の
とおりです。採用は１０月を予定。申

込時の請求に基づき、不合格者のみ

試験成績を開示します。 試験日・
内容 	第１次
６月２８日�／筆記

試験、体力測定 	第２次
７月１８
日�／論作文、適性検査 ※口述試

験は７月２８日�・２９日�・３０日�の
いずれかに実施。 合格発表（予定）
	第１次
７月１０日� 	第２次

８月７日� �申申込書を６月１０日�
（消印有効）までに郵送または６月

４日�～１２日�９時～１７時３０分（土
・日曜日を除く）に直接 ※申込書

は市ウェブサイトからダウンロード

可。消防局人事教養課、消防署、本

庁人事課・市政情報コーナー、行政

サービスセンターでも交付。

【採用試験説明会】
採用試験説明会を６月３日�・７
日�１０時から消防局庁舎５階で行い
ます。

◇ ◇

�申�問〒５７８―０９２５稲葉１―１―９ 消防局

人事教養課 ０７２（９６６）９６６１、�０７２
（９６６）９６６９

助産師・看護師

採用人数や受験資格などは表�の
とおりです。同一年度内の受験は１

度しかできません。 選考日 ６月

２８日� 選考方法 個別面接 合格
発表（予定） ７月３日� �申申込
書を６月１９日�（必着）までに郵送
または直接 ※申込書は市ウェブサ

イトからダウンロード可。市立総合

病院総務課・看護局、本庁人事課・

市政情報コーナーでも交付。

�申�問〒５７８―８５８８西岩田３―４―５ 市立

総合病院総務課 ０６（６７８１）５１０１、�
０６（６７８１）２１９４

高校卒業程度の学力を有し、平成５年４月２日～平成９年４
月１日に生まれた方。ただし、救急救命士の国家資格を有す
る方または救急救命士養成所をすでに卒業している方につ
いては、平成３年４月２日～平成９年４月１日に生まれた方

１４人
消防
初級

大学卒業程度の学力を有し、平成２年４月２日～平成５年４
月１日に生まれた方。ただし、救急救命士の国家資格を有す
る方または救急救命士養成所をすでに卒業している方につ
いては、昭和６３年４月２日～平成５年４月１日に生まれた方

１０人
消防
上級

受験資格採用人数（予定）区分
表①

来年４月
昭和５１年４月２日以降生まれで、それぞれの免
許を来年３月に取得見込みの夜勤可能な方

あわせて
５０人程度

助産師・
看護師Ｂ

８月以降
昭和４５年４月２日以降生まれで、それぞれの免
許をすでに取得している夜勤可能な方

あわせて
２０人程度

助産師・
看護師Ａ

採用時期
（予定）受験資格採用人数

（予定）区分

表②

消 防 吏 員
助産師・看護師市職員を募集

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１５） 平成２７年６月１日



食
べ
る
こ
と
は
、
生
き

る
こ
と
で
す
。
生
涯
に
わ

た
っ
て
心
も
身
体
も
健
康

で
、
い
き
い
き
と
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
日
頃
の

食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。

食
事
は
大
切
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

家
族
や
友
達
と
い
っ
し

ょ
に
食
べ
る
食
事
は
、
一

人
で
食
べ
る
よ
り
お
い
し

い
も
の
で
す
。
ま
た
、
楽

し
く
会
話
の
は
ず
む
食
卓

は
子
ど
も
の
マ
ナ
ー
や
社

会
性
を
育
て
る
大
切
な
時

間
に
も
な
り
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
生
の

う
ち
、
毎
日
家
族
の
誰
か

と
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
す

る
人
の
割
合
は
、
小
学
生

が
９５
・
１
％
、
中
学
生
が

８２
・
５
％
で
す
（
平
成
２３

年
度
調
査
結
果
）。

楽
し
く
会
話
の
は
ず
む

食
卓
に
す
る
た
め
に
、次
の

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
五
感
を
働
か
せ
て
食

事
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む

▽
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご

ち
そ
う
さ
ま
」
の
挨
拶
を

き
ち
ん
と
す
る

▽
テ
レ

ビ
を
消
し
て
会
話
を
楽
し

む

▽
ス
マ
ホ
や
新
聞
は

食
事
の
後
に
す
る

楽
し
い
会
話
を
し
な
が

ら
み
ん
な
で
食
卓
を
囲
み
、

き
ず
な
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

朝
ご
は
ん
で

よ
い
ス
タ
ー
ト
を

朝
ご
は
ん
は
身
体
に
と

っ
て
１
日
の
始
ま
り
を
教

え
て
く
れ
る
目
覚
ま
し
時

計
の
よ
う
な
役
割
を
も
っ

て
い
ま
す
。
睡
眠
中
に
低

下
し
た
体
温
を
上
昇
さ
せ
、

脳
や
身
体
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
を
さ
せ
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

朝
食
を
食
べ
な
い
市
民

の
割
合
は
、
保
育
園
児
３

・
５
％
、
幼
稚
園
児
１
・

０
％
、小
学
生
４
・
１
％
、

中
学
生
１０
・
４
％
、
青
年

期
男
性
２５
・
７
％
、
青
年

期
女
性
１２
・
３
％
で
す（
平

成
２３
年
度
調
査
結
果
）。

ま
ず
は
朝
ご
は
ん
を
食

べ
て
、
１
日
の
リ
ズ
ム
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
そ
ろ
え
て

バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

は
身
体
の
調
子
を
整
え
、

メ
タ
ボ
予
防
に
も
効
果
的

で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な

ど
に
配
慮
し
た
食
生
活
を

送
っ
て
い
る
市
民
の
割
合

は
６８
・
５
％
で
す
（
平
成

２３
年
度
調
査
結
果
）。

毎
日
の
食
事
で
次
の
主

食
、
主
菜
、
副
菜
に
乳
製

品
や
果
物
な
ど
も
あ
わ
せ

て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
食

材
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽

主
食
�
体
を
動
か
す
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
る
炭
水
化
物

を
多
く
含
む
ご
は
ん
や
パ

ン
・
め
ん
な
ど

▽
主
菜

�
体
を
つ
く
る
基
と
な
る

た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
む

肉
や
魚
・
大
豆
製
品
な
ど

▽
副
菜
�
体
の
調
子
を
整

え
る
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物
繊

維
を
多
く
含
む
野
菜
や
海

草
・
き
の
こ
な
ど

み
ん
な
で
楽
し
く

食
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

食
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
連
携
し
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

�時
�所
▽
６
月
１１
日
�
１０

時
〜
１３
時
３０
分
�
イ
オ
ン

東
大
阪
店

▽
１２
日
�
９

時
３０
分
〜
１３
時
�
ス
ー
パ

ー
万
代
御
厨
店

▽
１９
日

�
１０
時
〜
１２
時
�
あ
さ
ひ

っ
こ
（
旭
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
）

▽
２１
日
�

１１
時
〜
１６
時
�
ニ
ト
リ
モ

ー
ル
東
大
阪

�内
血
管
脈

波
測
定
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
食
事
診
断
、
食
育
ゲ
ー

ム
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

◇

◇

�問
健
康
づ
く
り
課

０
７
２
（
９
６
０
）
３
８

０
２
、�
０
７
２（
９
６
０
）

３
８
０
９

食育推進メニュー集から、簡単

においしく作れる栄養バランス満

点のメニュー「五目そうめん」を

紹介します。

ぜひ、この機会に１度作ってみ

ましょう。

【作り方】
�キャベツとにんじんをせん切
りにする。 �むきえびの背わた
をとり、イカを細く切る。酒、片

栗粉をまぶす。 �鍋に湯を沸か
し、そうめんをほぐし入れる。再

び沸いたところへ、�・�を加え
かき混ぜながら約２分ゆでる。

�ざるにとり、手早く冷水にさら
して器に盛り、青じそを飾る。

�ポン酢と刻んだいりゴマをあわ
せ、つけ汁にする。

【材料（４人分）】
そうめん３００ｇ、キャベツ３００ｇ、

にんじん１００ｇ、むきえび１５０ｇ、イ

カ（刺身用）１５０ｇ、酒大さじ１、

片栗粉小さじ２、ポン酢適量、い

りゴマ適量、青じそ（せん切り）

適宜
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今
年
は
５
年
に
１
度

の
国
勢
調
査
の
年
で
す
。

国
勢
調
査
は
、
国
内
の

人
口
や
世
帯
の
実
態
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策

や
そ
の
他
学
術
研
究
機

関
な
ど
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

１０
月
１
日
現
在
、
日

本
在
住
の
全
て
の
方
が

対
象
で
、
住
民
票
の
所

在
に
関
係
な
く
、
現
住

所
で
の
調
査
と
な
り
ま

す
。
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
の

回
答
方
法

今
回
の
調
査
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

調
査
票
へ
の
記
入
の
い

ず
れ
か
の
回
答
方
法
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
勢
調
査
調
査
員
が

８
月
下
旬
か
ら
９
月
中

旬
に
か
け
て
各
世
帯
を

訪
問
し
、
国
勢
調
査
の

お
知
ら
せ
を
兼
ね
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の

利
用
案
内
を
配
布
し
ま

す
の
で
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
回
答
】

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
な
ど
を
利
用
し
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
用

Ｉ
Ｄ
な
ど
で
ア
ク
セ
ス

し
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

【
調
査
票
記
入
回
答
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
回
答
が
な
か
っ
た
世

帯
に
は
、
後
日
調
査
員

が
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
調
査
票
に
記

入
の
う
え
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
調
査
票
は
、
調
査

員
が
回
収
に
伺
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

拡
大
文
字
版
調
査
票
、

点
字
調
査
票
、
外
国
語

調
査
票
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◇

◇

�問
統
計
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
１
３
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
５
１

食育トライくん

６
月
は
「
食
育
月
間
」、毎
月
１９
日
は
「
食
育
の
日
」

健
全
な
心
身
と
豊
か
な
人
間
形
成
を

五目そうめんの作り方
“お鍋１つ”でできるカンタンメニュー

���������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

国勢調査から分かること

国勢調査の結果から人口や人口増減率
の推移、年齢構造の変化などが分かりま
す。
大阪府の年齢構造の変化を人口ピラミ

ッドの形態でみると、昭和３５年は直前の
出生数が減少したことを示す「つぼ型」、
昭和４５年は第２次ベビーブームにより出
生数が再び増加したことを示す「星型」、
平成２２年が６０歳～６４歳と３５歳～３９歳を中
心とした２つの膨らみをもつ「逆ひょう
たん型」となっています（図参照）。 7 6 5 4 3 2 1 0 1 2 3 4 5 6 7

０～４
５～９
10～14
15～19
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
75～79
80～84
85～

（歳）
（％）（％）

男性 女性
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45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
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昭和35年 昭和45年 平成22年
大阪府の人口ピラミッドの推移

国勢調査にご協力を

８月下旬から始まります

東 大 阪 市 政 だ よ り （１６）平成２７年６月１日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています


